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は じ め に 

 この「学生便覧」は、本校の教育方針をはじめ、皆さんが勉学を進め学生生活を過ごすうえで、

知っておかなければならない事項を掲載したものなので、十分に熟読しておいてください。この内

容を知らないことにより、大切な機会を逃がし貴重な時間を浪費する結果になりかねません。 

 今後とも、折りにふれて読みかえし、わからないことや相談ごとがあれば、気軽に教員室の先生

や事務室の職員に尋ねてください。 

 この便覧を参考にして、豊かで稔りの多い、さらに、楽しい学園生活を過ごされることを願って

やみません。 

 

学 園 沿 革 

 

昭和６０年０３月２１日 

 

昭和６０年０４月２２日 

昭和６０年０７月０２日 

昭和６０年１２月０７日 

昭和６０年１２月２５日 

 

昭和６１年０４月０８日 

昭和６１年１０月２０日 

昭和６１年１１月１４日 

昭和６１年１２月２０日 

昭和６２年０２月２２日 

昭和６２年０９月０８日 

昭和６３年０３月０１日 

昭和６３年０３月１２日 

 

昭和６３年０４月０１日 

 

平成０３年０３月０９日 

平成０７年０１月２３日 

平成０７年０４月０１日 

平成１０年０４月０１日 

 

平成１０年０９月１６日 

平成１１年０４月０１日 

 

 

平成１３年０３月１０日 

平成１８年０４月０１日 

 

 

平成１９年０４月０１日 

 

平成２１年０３月０７日 

株式会社コアを母体として、帯広市西４条南９丁目帯広市第２市庁舎内に、 

仮称「帯広コンピュータ専門学校」の開設準備室を設置 

校名「帯広コンピュータ専門学校」に決定 

校舎起工式 

校舎完成修ばつ式 

学校法人「システム学園」、「帯広コンピュータ専門学校」知事認可 

［情報システム工学科（40名）、ＯＡビジネス科（40名）］ 

開校・第一回入学式 

夜間講座開設 

帯広コンピュータ専門学校協賛会発足 

校舎増築完成 

帯広コンピュータ専門学校父母と先生の会発足 

学校法人名を「帯広コア学園」に改称 

通商産業省より情報化人材育成連携機関委嘱校として委嘱される 

第一回卒業証書授与式［情報システム工学科（61名）、 

ＯＡビジネス科（37名）］（第一期生） 

「情報システム工学科」定員増（80名）、 

「システムエンジニア専攻科（40名）」設置 

システムエンジニア専攻科第一期生（13名）卒業 

文部省により「専門士」称号付与が認定される 

「産能短期大学」との併修制度を開始 

学科・コース再編学科名を「応用システム科」（3年制 40名）、 

「情報ビジネス科」（2年制 80名）とする 

校舎改修完了 

「介護福祉科（2年制 40名）」設置 

定員変更｢応用システム科（15名）、情報ビジネス科（40名）」 

校名を「帯広コンピュータ・福祉専門学校」とする 

介護福祉科第一期生（37名）卒業 

「情報ビジネス科(2年制 40名)」コース再編 

（アプリケーションエキスパートコース、ビジネスライセンスコース、メディ

カルライセンスコース（新規）） 

「観光ホスピタリティ科 ホテルＩＣＴコース（2年制 30名）」設置 

校名を「帯広コア専門学校」とする 

観光ホスピタリティ科第一期生（2名）卒業 
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平成２１年０４月０１日 

 

 

 

 

平成２１年１０月１９日 

平成２２年０４月０１日 

平成２２年０４月０１日 

平成２２年０４月０１日 

平成２４年０４月０１日 

 

平成２６年０３月３１日 

平成２７年０２月１７日 

平成２７年０４月０１日 

平成２８年０２月１９日 

平成２９年０３月３１日 

平成２９年０４月０１日 

 

 

 

 

令和 ２年 ４月 １日 

令和 ３年 ４月 １日 

令和 ５年 ４月 １日 

令和 ５年１０月 １日 

令和 ６年 ４月 １日 

令和 ７年 ４月 １日 

 

 

令和 ７年 ４月１１日 

令和 ７年１０月 １日 

令和 ８年 ３月３１日 

令和 ８年０４月０１日 

 

情報系学科の学科・コース名変更、3年制にコース設置 

「高度情報システム科（3年制 15名）」（Ｗｅｂクリエイターコース、 

ロボットプログラミングコース、ＩＣＴセキュリティコース） 

「情報・医療ビジネス科（2 年制 40 名）」（ＩＣＴプログラミングコース、ビジ

ネスアプリケーションコース メディカルライセンスコース」とする 

放送大学と連携協力の覚書調印 

「観光ホスピタリティ科(2年制 30名)」にブライダルコースを新設 

「専攻科」設置 

放送大学とのダブルスクール開始 

メディカルライセンスコースを、「医療ビジネス学科（2年制 30名）」とする 

「観光ホスピタリティ科(2年制 30名)」に食農ビジネスコースを新設 

文部科学大臣が観光ホスピタリティ科を職業実践専門課程に認定 

文部科学大臣が介護福祉科、医療ビジネス科を職業実践専門課程に認定 

観光ホスピタリティ科食農ビジネスコースをカフェ＆スイーツコースに変更 

文部科学大臣が高度情報システム科、情報ビジネス科を職業実践専門課程に認定 

観光ホスピタリティ科カフェ＆スイーツコース募集停止 

「歯科衛生士科（3年制 30名）」設置 

定員変更「情報ビジネス科（20名）、医療ビジネス科（20名)」 

「観光ホスピタリティ科（2年制 30名）」コース再編 

ホテルＩＣＴコースとブライダルコースをホテル＆ブライダル 

コースに統合、トラベル＆エアラインコースを新設 

観光ホスピタリティ科 廃止 

文部科学大臣が歯科衛生士科を職業実践専門課程に認定 

定員変更「介護福祉科(20名)」 

厚生労働大臣が歯科衛生士科を専門実践教育訓練講座に認定 

定員変更「高度情報システム科(5名)」 

高度情報システム科(3年制)と「情報ビジネス科」(2年制)を統合「情報システ

ム科」(2年制)(定員 20名) 

定員変更 「歯科衛生士科(20名)」 

学校法人岩谷学園との包括連携協定 締結 

厚生労働大臣が介護福祉科を専門実践教育訓練講座に認定 

帯広コア専門学校父母と先生の会 解散 

定員変更 「介護福祉科(15名)」「医療ビジネス科(15名)」 

「専攻科」廃止 
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　 2026年度（令和8年度）　行　事　予　定(学生用)

4月 5月 6月

1 月 AOｴﾝﾄﾘｰ申込開始1 水 1 金

2 火2 木 2 土

3 水3 金 3 日 憲法記念日

4 木4 土 4 月 みどりの日

5 金5 日 5 火 こどもの日

6 土6 月 6 水 振替休日

7 日7 火 7 木
放送大学Web通信指導
10時～27日17時まで

8 月8 水 始業式 8 金

9 火9 木 9 土

10 水 医療2年医療機関実習Ⅰ開始(～6/23)10 金 10 日

11 木11 土 入学式 11 月
【公開授業週間】

介護実習Ⅲ（2年） （5週間） 開始

12 金 介護実習Ⅲ（2年）終了12 日 12 火

13 土
６月度オープンキャンパス

とかち企業説明会(情報系学科）
13 月 1年生オリエンテーション（AM）

歯科衛生士科3年臨床実習Ⅱ(～8/31)
13 水

14 日 基本情報　科目A免除修了試験14 火 1年生　宿泊研修　～15日 14 木

15 月 介護実習Ⅰ（1年）（1週間）15 水
1年生　宿泊研修

消費者被害予防講座（見学研修）
15 金

16 火16 木 全校　健康講座（4講目） 16 土 ５月度オープンキャンパス

17 水17 金 17 日

18 木18 土 ４月度オープンキャンパス 18 月

19 金 介護実習Ⅰ終了19 日 帯広動物園清掃ボランティア 19 火

20 土 秘書検定20 月
（全学）新入生歓迎会（PM）

帯広の森体育館
20 水

21 日21 火 21 木

22 月22 水 22 金 胸部Ｘ－Ｐ（13：30～）

23 火 医療2年医療機関実習Ⅰ終了23 木 23 土

24 水24 金 24 日 　

25 木25 土 25 月

26 金 1年生分預り金集金26 日 26 火

27 土27 月 27 水

28 日28 火 PM:健康診断（学校医） 28 木

29 月29 水 昭和の日 29 金 1年生分預り金請求発送

30 火30 木 30 土

31 日
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7月 8月 9月

1 土 1 火
AO出願受付開始

歯科衛生士科3年臨床実習Ⅱ終了
1 水

2 日 2 水 午後:学校祭準備期間(～9/8)2 木
Pythonzdvプログラミング能力

認定試験

3 月 夏休み 3 木 午後：歯科就職説明会3 金 介護実習Ⅰ報告会（1年）

4 火 4 金4 土

5 水 5 土 学校祭5 日

6 木 6 日6 月

7 金 7 月
ＡＯ入学選考

学校祭振替休日
7 火

8 土 8 火8 水
医療2年医療機関実習Ⅱ開始

(～7/22)

9 日 9 水 歯科　登院式（PM）9 木

10 月 学校閉鎖日 10 木10 金

11 火 山の日 11 金11 土 ７月度オープンキャンパス

12 水 学校閉鎖日 12 土12 日

13 木 学校閉鎖日 13 日13 月

14 金 学校閉鎖日 14 月
歯科衛生士科2年臨床実習

（～12/25）
14 火

放送大学Web単位認定
試験9時～22日17時まで

15 土 15 火15 水

16 日 16 水  （全学）授業アンケート（～9/28）16 木 合同企業説明会(ﾉｰｽﾗﾝﾄﾞ帯広）

17 月 17 木 幕別清陵高校進路学習17 金

18 火 18 金18 土

19 水 19 土19 日

20 木 20 日20 月 海の日

21 金 21 月 敬老の日21 火

22 土
８月度オープンキャンパス

ＡＯエントリー締切
22 火 国民の休日22 水 医療2年医療機関実習Ⅱ終了

23 日 23 水 秋分の日23 木

24 月 授業再開　 24 木24 金 Webクリエーター能力認定試験

25 火 25 金25 土

26 水 北海道登録販売者試験（予定） 26 土26 日 基本情報　科目A免除修了試験

27 木 27 日27 月

28 金 28 月 前期単位認定会議28 火 基本情報技術者試験（CBT)

29 土 29 火29 水

30 日 30 水
医療機関実習Ⅰ・Ⅱ報告会

ＡＯ出願締切
30 木 （介護）介護実習Ⅲ報告会（2年）

31 月 歯科衛生士科3年臨床実習Ⅱ終了31 金
大掃除/証書授与式

学生会イベント
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10月 11月 12月

1 火1 木
入学願書受付開始、避難訓練

共同募金（PM）研修旅行（2年）
1 日 フードバレーとかちマラソン

2 水2 金
前期成績発送

研修旅行（2年）
2 月

3 木3 土 10月度オープンキャンパス 3 火  文 化 の 日

4 金4 日 4 水

5 土5 月 ■介護実習Ⅱ前半（1年）（3週）開始 5 木

6 日6 火 6 金

7 月7 水
情報系1年企業実習開始

(～10/21)
7 土

8 火8 木 8 日 色彩検定

9 水9 金 指定校推薦締切 9 月

10 木10 土 10 火

11 金11 日 11 水

12 土 12月度オープンキャンパス12 月 スポーツの日 12 木

13 日 基本情報　科目A免除修了試験13 火 13 金

14 月14 水 14 土 秘書検定

15 火15 木 15 日

16 水16 金 16 月

17 木17 土 第1回入学選考 17 火

18 金
大掃除/証書授与式

推薦締切
18 日 18 水

介護実習Ⅱ後半（1年）
（3週）終了

19 土19 月 19 木
医師事務作業補助技能認定試験

(予定)

20 日20 火 20 金

21 月 冬休み21 水 情報系1年企業実習終了 21 土

22 火 第2回入学選考22 木 22 日

23 水  23 金
介護実習Ⅱ前半（1年）

（3週）終了
23 月 勤労感謝の日

24 木24 土 24 火

25 金 歯科衛生士科2年  臨床実習Ⅰ終了25 日 25 水

26 土26 月 26 木

27 日27 火 27 金 情報１年企業実習報告会（午後）

28 月 学校閉鎖日28 水 28 土

29 火 学校閉鎖日29 木
■介護実習Ⅱ後半（1年）

（3週）開始
29 日

30 水 学校閉鎖日30 金
医療事務技能審査試験(医科)

(予定)
30 月

火 木 大晦日31 土
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1月 2月 3月

1 月 1 月
進級者 授業料、預り金発送
基本情報技術者試験（CBT)

1 金 元　旦

2 火 2 火 　2 土

3 水 介護実習Ⅱ報告会 3 水3 日

4 木 4 木 在校生授業アンケート(～3/15)4 月

5 金 webクリエーター能力認定試験 5 金5 火

6 土 秘書検定 6 土6 水

7 日 2月度オープンキャンパス 7 日 歯科衛生士国家試験7 木

8 月 （卒業生）預り金集金 8 月
卒業生成績・出欠発送

（介護）ケア・コミュニケーション検定
8 金 （卒業生）預り金精算発送

9 火 9 火9 土

10 水
コア学園グループ 研究発表会

特待生締切
10 水

後期単位認定会議
上士幌EdTech(情報1年)

10 日

11 木 建国記念の日 11 木 上士幌EdTech(情報1年)11 月
成人の日

20歳の集いボランティア

12 金 12 金 　卒業式練習（AM)　予餞会12 火 授 業 再 開

13 土 13 土 卒業式13 水

14 日 14 日14 木

15 月
介護卒業論文発表会

第3回入学選考・特待生選考試験
就職準備研修開始(2年）

15 月
大  掃  除／修  了  式

春休み(4/5)まで
15 金 租税教室(全学科卒業年次)

16 火 卒業認定会議 16 火16 土

17 水 17 水17 日

18 木 18 木18 月

19 金 調剤事務管理士検定(予定) 19 金19 火

20 土 20 土20 水

21 日 21 日21 木

22 月 22 月 春分の日22 金

23 火 天皇誕生日 23 火23 土

24 水 日赤救急救命講習会(介護） 24 水24 日 基本情報　科目A免除修了試験

25 木
卒追認定会議

日赤救急救命講習会(介護）
25 木 入学前オリエンテーション25 月 卒業生授業アンケート(～2/3)

26 金 日赤救急救命講習会(介護） 26 金
在校生

成績・出欠・修了認定発送
26 火

27 土 27 土 ３月度オープンキャンパス27 水 情報系学科　校内発表会

28 日 28 日28 木
Java™プログラミング能力認定試験

合同企業説明会（北海道ホテル）

29 月29 金  

30 火30 土

31 水
入学願書締切

進級者　授業料、預り金集金
4/6 始業式　　4/10入学式

31 日 　介護福祉士国家試験
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帯広コア学園の教育理念・基本方針等 
 

【教育理念】 

私たち帯広コア専門学校は、持続可能な社会の実現を目指し、常に社会と向き合い変化を見通

し、専門的な技能と創造力の育成に努め、そして人と人をつなぐ地域のハブとなることを使命と

し全力で行動します。 

 

【基本方針】 

１．豊かな人間性とホスピタリティマインドを追求する   「全人教育」 

２．実力を証明し、就職に有利な資格取得に結びつく    「専門教育」 

３．社会の一員である自覚を持ち、即戦力として活躍できる 「実践教育」 

 

【教育内容】 

１．豊かな人間性とホスピタリティマインドを追求する「全人教育」 

＜各科共通＞ 

（１）コミュニケーション能力 

（２）ビジネスマナー 

（３）十勝学 

（４）情報リテラシー 

（５）健全な心身の育成 

 

２．実力を証明し就職に有利な資格取得に結びつく「専門教育」 

 

＜情報システム科＞ 

企業内の情報化のリーダとなる ICT活用技術者を目指します 

（１）ビジネス現場で必要な能力 

（２）アプリケーションを使いこなし、指導できる技術 

（３）コンピュータの基礎知識・AIリテラシー 

（４）AI・ICT実践技術 

（５）AI・ICT活用による業務改善能力 

 

＜医療ビジネス科＞ 

医療現場でホスピタリティマインドを発揮でき、ＩＴ利用技能の高いメディカルスタッフ

を目指します 

（１）一般教養 

（２）AI・IT活用技術 

（３）医療事務現場に勤めるために必要な専門知識 

（４）医療サービススタッフとしての知識 

（５）福祉関連の知識 

 

＜介護福祉科＞ 

（１）介護福祉士の専門知識・技術 

（２）医療・保健の基礎知識 

（３）生活をコーディネートする基礎知識 

（４）関連領域の基礎知識 

（５）IT活用技術 

 

＜歯科衛生士科＞ 

（１）一般教養 

（２）歯科衛生士の専門知識・技術 

（３）医学・薬学の基礎知識 

（４）臨床の現場で応用できる技術 

（５）福祉関連の知識 
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３．社会の一員である自覚を持ち、即戦力として活躍できる「実践教育」 

 

＜情報システム科＞ 

（１）個別対応による就職指導 

（２）充実した機器による実践教育 

（３）企業実務を取り入れた実習教育 

（４）企業のプロによる専門教育 

（５）企業実習による実践教育 

 

＜医療ビジネス科＞ 

（１）理論と実践の一体化による教育 

（２）充実した機器による実践教育 

（３）個別対応による就職指導 

（４）医療・福祉業界のプロによる専門教育 

（５）医療機関実習による実践教育 

 

＜介護福祉科＞ 

（１）理論と実践の一体化による教育 

（２）充実した現場実習 

（３）事例研究 

（４）特別講座   

（５）ボランティア活動 

 

＜歯科衛生士科＞ 

（１）理論と実践の一体化による教育 

（２）充実した機器による実習教育 

（３）現役歯科医師・歯科衛生士による学習教育 

（４）長期的な臨床実習 

（５）特別講座 
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帯広コア専門学校 学則           20260401 
 

第１章  総  則  

第 １ 条 本校は、帯広コア専門学校という。  

第 ２ 条 本校を、北海道帯広市西１１条南４１丁目３番５号に置く。  

第 ３ 条 本校は、情報処理、医療事務、福祉並びに歯科衛生士の各分野に関する専門知識、技術の

教授及び一般教養に関する教育を行い、もって有能な人材を育成するため、学校教育法に基

づき、専修学校教育を行うことを目的とする。  

 

         第２章  課程の組織、修業年限及び収容定員  

第４条  課程の組織、修業年限及び定員は、次のとおりとする。 

 

分 野 課 程 学  科 
昼夜 

の別 

修業 

年限 

入 学 

定 員 総定員 学級数 

工 業 

専門課程 高度情報システム科 昼 ３年 ―  ５人 １ 

専門課程 情報システム科 昼 ２年 20 人  40人 ２ 

教育・ 

社会福祉 
専門課程 介護福祉科 昼 ２年 15 人  35人 ２ 

商業実務 専門課程 医療ビジネス科 昼 ２年 15 人  35人 ２ 

医療 専門課程 歯科衛生士科 昼 ３年  20人   70人 ３ 

計 70 人 185人 － 

 

２ 一の授業科目について同時に授業を行う学生の数は、４０人以下を標準とする。 

３ 在学期間は、修業年限の２倍を超えることはできない。 

 

         第３章  学年、学期、授業日及び休業日等  

第 ５ 条 学年は、４月１日に始まり翌年３月３１日に終る。  

   ２ 学年を分けて次の２学期とする。  

     前期  ４月１日から９月３０日まで  

     後期 １０月１日から３月３１日まで  

第 ６ 条 １年間の授業日数は、２００日を標準とする。  

   ２ 授業の開始及び終了の時刻は、校長が別に定める。  

   ３ 休業日は、次のとおりとする。  

    (1) 土曜日、日曜日  

    (2) 国民の祝日に関する法律に定める日  

    (3) 春期休業日    別に定める  

    (4) 夏期休業日    別に定める  

    (5) 冬期休業日    別に定める  

４ 教育上特に必要があるときは、休業日に授業を行う場合がある。  
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     この場合、授業日を休業日に振り替えることがある。  

   ５ 非常変災その他急迫の事情があるときは、臨時に授業を行わないことがある。  

 

第４章  入学、退学及び休学等  

第 ７ 条 入学時期は、学年の始めとする。  

第 ８ 条 本校に入学できる者は、学校教育法第９０条第１項の規定に該当する者とする。  

第 ９ 条 本校に入学しようとする者は、次の手続きを踏んで、入学許可を受けなければならない。

    (1)  入学を希望する者は、所定の入学願書に入学検定料を添え、指定の期日までに、校長に

     提出しなければならない。  

     (2) 入学は、入学考査に基づき、校長が許可する。  

    (3) 入学の許可を受けた者は、所定の誓約書に入学料を添え、指定の期日までに校長に提出  

     しなければならない。  

    (4)  前号に定める手続きが、指定の期日までに行われないときは、校長は、入学の許可を取  

     消すことがある。  

第１０条 学生が退学しようとするときは、所定の退学願書を校長に提出し、その許可を受けなけれ

ばならない。  

第１１条 学生が休学しようとするときは、所定の休学願書を校長に提出し、その許可を受けなけれ

ばならない。休学の期間は１年以内とし、当該年度末までとする。ただし、特別の事情があ

る場合は、休学期間の延長を認めることができる。 

   ２ 学生が心身の故障のため、長期の休養を要すると認められたときは、校長は、休学を命ず

ることがある。  

   ３ 学生が休学期間満了後もなお復学できないときは、校長は、退学を命ずることがある。  

第１２条 転入及び編入学に関しては、第９条の規定を準用する。ただし、介護福祉科については、  

     転入及び編入を認めない。  

   ２ 当校内で他の学科への転入・編入学を希望する者があるときは、特別な事情があり本校の

カリキュラムに沿った所定の時間を履修していれば選考のうえ、相当年次に転入・編入学を

許可することができる。ただし、歯科衛生士科については、当校内の転入及び編入を認めな

い。 

   ３ 他の学校から転入学を希望する者については、本校に欠員があり、かつ前の学校における

教育の程度、教科課程の進涉状況が同等又はそれ以上である場合に限り校長は転入学を許可

することができる。 

 

第５章  教育課程、学習評価及び卒業  

第１３条 教育課程及び単位数は、別表第１のとおりとする。 

２ 別表第１に定める１単位の授業科目を４５時間の学修を必要とする内容をもって構成すること

を標準とし、授業の方法に応じ次の基準により単位数を計算するものとする。 

(1) 講義及び演習については、１５～３０時間の範囲で１単位とする 

(2) 実験、実習及び実技については、３０～４５時間の範囲で１単位とする 

(3) １つの授業科目について、講義と実習の併用など、２つ以上の方法の併用により行う場合、その

組合せに応じ、前２号に規定する基準を考慮して1単位の時間数を定めるものとする 
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３ 卒業までに履修する単位数は次のとおりとする。 

(1) 工業専門課程情報システム科：６２単位以上 

(2) 商業実務専門課程医療ビジネス科：６２単位以上 

(3) 教育・社会福祉専門課程介護福祉科：６２単位以上、かつ介護福祉士学校指定規則別表第４の定

める授業科目及び単位時間数以上 

(4) 医療専門課程歯科衛生士科：９３単位以上、かつ歯科衛生士学校養成所指定規則第２条第３項別

表に定める授業科目及び単位時間数以上 

第１４条 卒業は、科目ごとの試験を行い、その他の成績を含め、第１３条第３項に定める授業科目

の単位を修得した者を認定する。 

２ 卒業を認定した者に対して、校長は、別記第２号様式の卒業証書を授与し、専門士の称号を付与

する。  

３ 第１３条に定める教育課程（別表第１）にあげる各科目の出席時数が３分２（ただし、介

護福祉科の実習については５分４、歯科衛生士科の臨地実習（臨床実習を含む。）について

は全て）に満たない者については、当該科目を履修したと認めない。また、外部から委託を

受けた学生の履修に関しては、当該委託の条件に従うものとする。 

４ 本校において開設する授業科目に対し、本校の学生以外の者、休学中の者等から特定の科

目について履修申請があった場合、教育に支障がない限り、選考のうえ科目履修生として当

該科目の履修を許可する。科目履修について、その他の事項については別に定める。 

 

第６章  教職員  

第１５条 本校に、校長、教員、助手、事務職員、医師、その他必要な職員をおく。  

 

第７章  授業料、入学料その他の費用  

第１６条 授業料、入学料及び入学検定料等は、別表第２のとおりとする。  

第１７条 授業料等は、出席の有無にかかわらず、原則として、前期６ケ月分と後期６ケ月分とに分  

    けて、各々所定の期日までに一括して納入しなければならない。  

   ２ 学生が休学したときは、その期間に応じ、授業料等の全部又は一部を免除することがある。  

   ３ 学生が正当な理由がないのに授業料等を所定の期日後３ケ月以上滞納し、その後において  

    も、納入の見込みがないと認められたときは、校長は、退学を命ずることがある。  

第１８条 既納の納入金は、いかなる理由があっても返還しない。  

第１９条 学生会活動及び同窓会活動等に要する費用で、その徴収の委託を受けたものについては、  

    授業料等と同時に徴収することがある。  

 

         第８章  賞  罰  

第２０条 学生が、成績、性行ともに優れ、他の模範となるときは、校長は、ほう賞することがある。  

第２１条 学生がこの学則、その他本校の定める諸規則を守らず、又は学生の本分にもとる行為のあ

ったときは、校長は、懲戒処分として訓告、停学及び退学を命ずることがある。  

   ２ 前項の退学は、次の各号の一に該当する学生に対してのみ行うものとする。  

    (1) 性行不良で改善の見込みがないと認められる者  

     (2) 学力劣等で卒業の見込みがないと認められる者  
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     (3) 正当な理由がなくて出席常でない者  

     (4) 本校の秩序を乱し、その他学生としての本分に反した者  

 

          第９章  教務会、臨床実習講師会  

第２２条 本校に教務会、臨床実習講師会を置く。 

   ２ 教務会、臨床実習講師会に関する必要な事項は別に定める。  

          第１０章  健康管理  

第２３条 学生は、学校保健安全法施行規則第５条に準じ健康診断を受けなければならない。  

 

          第１１章  附帯する教育事業  

第２４条 本校の附帯教育は、次の通りとする。 

 科  目  名  修業期間  定 員   

ＩＴ関連技術習得講座 １～３ヵ月  ４０人  

介護職員初任者研修 ３～６ヵ月  ２０人  

介護関係人材育成研修 ３～６ヵ月  ２０人  

 介護実務者研修  ６ヵ月 ４０人 
 

   

２ 附帯する教育事業に関し必要な事項は、別に定める。  

 

         第１２章  学校評価  

第２５条 本校は、その教育の一層の充実を図り、本校の目的及び社会使命を達成するため、本校に

おける教育活動の状況について毎年度自ら点検及び評価を行うとともに、５年に一度、外部

の見識を有する者による評価を行う。 

２ 前項の評価の実施に関し、必要な事項は別に定める。 

 

         第１３章  雑  則  

第２５条 この学則の実施に関し必要な事項は、校長が別に定める。  

 

         附     則  

１ この学則は昭和６１年４月１日から実施する。  

２ この学則は昭和６３年４月１日から実施する。  

  （学科新設、定員変更に伴う一部改訂）  

３ この学則は平成６年４月１日から実施する。  

  （授業料、入学料その他の費用の変更に伴う一部改訂）  

４ この学則は平成１０年４月１日から実施する。  

    （学科再編に伴う一部改訂）  

５ この学則は平成１１年４月１日から実施する。  

    （学科新設、名称変更に伴う一部改訂）  

６ この学則は平成１１年１０月２５日から実施する。  

    （住居表示変更に伴う一部改訂）  

７ この学則は平成１２年４月１日から実施する。  
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    （介護福祉科養成課程(カリキュラム)変更に伴う一部改訂）  

８ この学則は平成１４年４月１日から実施する。  

  （授業料、入学料その他の費用の変更に伴う一部改訂）  

９ この学則は平成１６年１１月１日から実施する。  

    （介護福祉科の授業単位時間変更に伴う一部改訂）  

１０ この学則は平成１７年４月１日から実施する。  

     （介護福祉科養成課程(カリキュラム)変更、及び、工業分野学科の授業単位時間変更に伴う 

一部改訂）  

１１ この学則は平成１８年４月１日から実施する。  

（情報ビジネス科のコース再編に伴う一部改訂） 

１２ この学則は平成１９年４月１日から実施する。 

（名称変更に伴う一部改訂） 

     （学科新設（新分野設置）に伴う一部改訂）  

      （介護福祉科養成課程(カリキュラム)変更に伴う一部改訂）  

１３ この学則は平成２０年１２月１日から実施する。  

（観光ホスピタリティ科専門士の称号付与に伴う一部改訂）  

１４ この学則は平成２１年４月１日から実施する。  

      （介護福祉科養成課程(カリキュラム)変更に伴う一部改訂）  

      （工業分野学科の学科・コース名変更に伴う一部改訂） 

      （高度情報システム科のコース設置に伴う一部改訂） 

１５ この学則は平成２２年４月１日から実施する。  

      （観光ホスピタリティ科のコース設置に伴う一部改訂）  

      （全学科のカリキュラム変更に伴う一部改訂）  

      （入学金の変更に伴う一部改訂）  

      （附帯教育の変更に伴う一部改訂）  

１６ この学則は平成２３年４月１日から実施する。 

      （全学科のカリキュラム変更に伴う一部改訂）  

１７ この学則は平成２４年４月１日から実施する。 

   （第１１条に項目２を追加） 

      （医療ビジネス科新設に伴う一部改訂、及び、観光ホスピタリティ科のコース設置に伴う 

一部改訂） 

   （情報・医療ビジネス科２年は情報ビジネス科に変更し、情報・医療ビジネス科２年メディカ

ルライセンスコースは、医療ビジネス科に編入となる） 

１８ この学則は平成２４年４月１日から実施する。 

   （第１２条 １単位時間の実習時間変更による改訂及び項目３を追加） 

   （第１３条 項目２の変更） 

      （医療ビジネス科新設に伴う一部改訂、及び、観光ホスピタリティ科のコース設置に伴う 

一部改訂） 

１９ この学則は平成２５年４月１日から実施する。 

   （第１２条 項目２の授業時間数変更） 

   （附帯教育の変更に伴う一部改訂） 
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２０ この学則は平成２６年４月１日から実施する。 

   （第１２条 項目２の授業時間数変更） 

２１ この学則は平成２７年４月１日から実施する。 

   （第１２条 項目２の観光ホスピタリティ科のカリキュラム・コース名変更に伴う一部改訂） 

２２ この学則は平成２７年１０月１日から実施する。 

   （第７条 入学時期の条項追加、第７条から１条ずつ繰り下げ、附帯教育の科目の追加変更に伴う一部改

訂） 

２３ この学則は平成２９年４月１日から実施する。 

   （学科新設（新分野設置）に伴う一部改訂） 

２４ この学則は平成２９年４月１日から実施する。 

  （第４条 課程の組織、修業年限及び定員、情報ビジネス科４０名定員を２０名に、医療ビジネス

科３０名定員を２０名に一部改訂） 

２５ この学則は平成２９年４月１日から実施する。 

  （第１３条 教育課程及び授業時数 観光ホスピタリティ科のコース再編に伴う一部改訂） 

２６ この学則は平成２９年４月１日から実施する。 

  （歯科衛生士科設置に伴う一部改訂） 

２７ この学則は平成２９年４月１日から実施する。 

  （授業日及び休業日の変更、教育課程 高度情報システム科、情報ビジネス科、医療ビジネ

ス科、観光ホスピタリティ科の一部改訂） 

２８ この学則は平成３０年４月１日から実施する。 

  （教育課程 歯科衛生士科の一部改訂） 

２９ この学則は平成３０年４月１日から実施する。 

  （教育課程 高度情報システム科、情報ビジネス科、医療ビジネス科、介護福祉科、 

   歯科衛生士科の一部改訂） 

３０ この学則は２０１９年４月１日から実施する。 

  (教育課程 高度情報システム科、情報ビジネス科、医療ビジネス科、介護福祉科の一部改訂） 

３１ この学則は２０２０年４月１日から実施する。 

  (観光ホスピタリティ科の廃止に伴う一部改訂） 

３２ この学則は２０２０年４月１日から実施する。 

  (教育課程 高度情報システム科、情報ビジネス科、医療ビジネス科の一部改訂）  

３３ この学則は２０２１年４月１日から実施する。 

  (教育課程 高度情報システム科、情報ビジネス科、医療ビジネス科、介護福祉科、  

   歯科衛生士科の一部改訂） 

３４ この学則は２０２２年４月１日から実施する。 

  (教育課程 高度情報システム科、情報ビジネス科、医療ビジネス科の一部改訂） 

３５ この学則は２０２３年４月１日から実施する。 

  （介護福祉科入学名定員４０名を２０名に一部改訂） 

３６ この学則は２０２３年４月１日から実施する。 

  (教育課程 高度情報システム科、情報ビジネス科、医療ビジネス科の一部改訂） 

３７ この学則は２０２４年４月１日から実施する。 
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  （高度情報システム科入学名定員１５名を５名に一部改変） 

３８ この学則は２０２４年４月１日から実施する。 

  （在学年限を記載、教育課程 高度情報システム科、情報ビジネス科、医療ビジネス科の一部改訂） 

３９ この学則は２０２５年４月１日から実施する。 

  （高度情報システム科の募集停止と情報ビジネス科の名称変更） 

４０ この学則は２０２５年４月１日から実施する。 

  （歯科衛生士入学定員３０名を２０名に一部改訂） 

ただし、２０２５年３月３１日以前に入学した学生については、第５条第１項及び同条第２項の規定にかか

わらず、従前の規定を適用する。 

（教育課程 情報システム科、介護福祉科、医療ビジネス科、歯科衛生士科の一部改訂） 

ただし、２０２５年３月３１日以前に入学した学生については、従前の規定を適用する。 

４１ この学則は２０２６年４月１日から実施する。 

  （授業料の一部改訂） 

  （介護福祉科、医療ビジネス科定員２０名を１５名に一部改訂） 

（休業日、教育課程、付帯する教育事業、学校評価の一部改訂） 

ただし、第１３条、第１４条の規定は、２０２６年４月１日以降の入学生から適用し、施行日前に入学した

学生については、従前の規定を適用する。 

また、第２５条の規定にある「外部の見識を有する者による評価」について、大学等における修学の支援に

関する法律施行規則の経過措置により、即座に実施することが困難な場合は、次年度以降に実施できるよう

に努めるものとする。 
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別表第１

教育課程　高度情報システム科（2024年度入学生用）

前期 後期 前期 後期 前期 後期
ビジネスコミュニケーション 佐藤　真康 30 2 30

ビジネスリテラシー 椋井　保行 30 2 30

英語 非常勤講師 30 2 30

心理学 渡邊　芳之 30 2 30

色彩学 鳥宮　文 30 2 30
キャリアデザイン 神山恵美子 30 2 30
十勝学 非常勤講師 30 2 30
就職対策講座 専任講師 30 2 30
コンピュータ概論Ⅰ 井上　和則 30 2 30
コンピュータ概論Ⅱ 井上　和則 30 2 30
システム開発技術Ⅰ 千葉　雅文 30 2 30
システム開発技術Ⅱ 千葉　雅文 30 2 30
マネジメントと情報化 林　克也 30 2 30
経営戦略論 佐藤　真康 30 2 30
アルゴリズムとデータ構造 林　克也 30 2 30
情報処理基礎Ⅰ 専任講師 15 1 15
情報処理基礎Ⅱ 専任講師 60 4 60
情報処理基礎Ⅲ 専任講師 60 4 60
情報処理基礎Ⅳ 専任講師 30 2 30
情報処理応用Ⅰ 専任講師 30 2 30
情報処理応用Ⅱ 専任講師 60 4 60
情報処理応用Ⅲ 専任講師 60 4 60
情報処理応用Ⅳ 専任講師 30 2 30
システム開発手法 千葉　直樹 30 2 30
プロジェクトマネジメント 千葉　直樹 30 2 30
PythonⅠ 小野　眞靖 30 2 30
Python実践 小野　眞靖 30 2 30
UML 髙田　聡史 30 2 30
プログラミング言語　JavaⅠ 小野　眞靖 30 2 30
プログラミング言語　JavaⅡ 小野　眞靖 30 2 30
プログラミング言語　JavaⅢ 小野　眞靖 30 2 30
WebクリエーションⅠ 河村　知明 30 2 30
WebクリエーションⅡ 河村　知明 30 2 30
PHP基礎 河村　知明 30 2 30
Ｌｉｎｕｘ（基礎Ⅰ） 髙田　聡史 30 2 30
Ｌｉｎｕｘ（基礎Ⅱ） 髙田　聡史 30 2 30
Ｌｉｎｕｘ（応用Ⅰ） 髙田　聡史 30 2 30
Ｌｉｎｕｘ（応用Ⅱ） 髙田　聡史 30 2 30
リレーショナルデータベースⅠ 髙田　聡史 30 2 30
リレーショナルデータベースⅡ 髙田　聡史 30 2 30
クラウドコンピューティングⅠ 髙田　聡史 30 2 30
クラウドコンピューティングⅡ 髙田　聡史 30 2 30
グラフィックデザイン 小川　宣幸 30 2 30
モバイルアプリ制作Ⅰ 小野　眞靖 60 4 60

モバイルアプリ制作Ⅱ 小野　眞靖 60 4 60

AI基礎 小野　眞靖 60 4 60
AIプログラミング 小野　眞靖 60 4 60
IoT基礎 小野　眞靖 30 2 30
Web技術Ⅰ 髙田　聡史 30 2 30
Web技術Ⅱ 髙田　聡史 30 2 30
特論Ⅰ Web技術応用Ⅰ 髙田　聡史 30 2 30
特論Ⅰ Web技術応用Ⅱ 髙田　聡史 30 2 30
特論Ⅰ ロボットプログラミングⅠ 小野　眞靖 30 2 30
特論Ⅰ ロボットプログラミングⅡ 小野　眞靖 30 2 30
特論Ⅰ ICTセキュリティ技術Ⅰ 髙田　聡史 30 2 30

特論Ⅰ ICTセキュリティ技術Ⅱ 髙田　聡史 30 2 30

3D CAD 佐藤　禎稔 30 2 30
オフィスアプリⅠ(Word) 中島　祐利 30 2 30
オフィスアプリⅡ(Excel) 椋井　保行 30 2 30
Excel VBA 斉藤　雅博 30 2 30
データベース基礎 千葉　雅文 30 2 30
データベース実践 千葉　雅文 30 2 30
実習指導 専任講師 30 2 30
企業実習 専任講師 80 2 80 10月に2週間、11月下旬実習報告会

帯コア TechLab(動画) 千葉　直樹 30 2 30
帯コア TechLab(RPA) 千葉　直樹 30 2 30
帯コア TechLab(ノーコード) 千葉　直樹 30 2 30

帯コア TechLab(ローコード) 千葉　直樹 30 2 30

帯コア カチLabⅠ 千葉　直樹 90 6 90
帯コア カチLabⅡ 千葉　直樹 90 6 90
帯コア カチLabⅢ 村川　貴康 90 6 90
卒業研究 村川　貴康 120 8 120

合　　　　計 2,585 29 30 935 28 28 840 26 28 810
放送大学Ⅰ 専任講師 30 2 30

放送大学Ⅱ 専任講師 30 2 30

放送大学Ⅲ 専任講師 30 2 30

放送大学Ⅳ 専任講師 30 2 30

放送大学Ⅴ 専任講師 15 1 15

放送大学Ⅵ 専任講師 30 2 30

放送大学Ⅶ 専任講師 30 2 30

特

別

科

目

一
般
科
目

実

習

科

目

備　考授　業　科　目 講師
必要
時数

3学年

専
門
科
目

単位 年間
時数

単位 年間
時数

単位 年間
時数

1学年 2学年
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教育課程　情報システム科（2025年度入学生用） 2025年 2026年

1学年 2学年

単位 単位

前期 後期
年間
時数

前期 後期
年間
時数

英語 浦島　久 30 2 30

色彩学 鳥宮　文 30 2 30
パーソナル・ファイナンス 中谷 俊雄・本多 直子 30 2 30
十勝学 非常勤講師 30 2 30
就職対策講座 専任講師 30 2 30

一般科目小計 150 2 6 120 0 2 30
コンピュータ概論Ⅰ 井上　和則 30 2 30
コンピュータ概論Ⅱ 井上　和則 30 2 30
システム開発と情報技術Ⅰ 千葉　雅文 30 2 30
システム開発と情報技術Ⅱ 千葉　雅文 30 2 30

IT戦略とデータ利活用 林　克也 30 2 30

経営戦略論 佐藤　真康 30 2 30
アルゴリズムとデータ構造 林　克也 30 2 30
情報処理基礎Ⅰ 佐藤 佐織 30 2 30
情報処理基礎Ⅱ 佐藤 佐織 60 4 60
情報処理基礎Ⅲ 佐藤 佐織 60 4 60
情報処理基礎Ⅳ 村川　貴康 30 2 30
情報処理応用Ⅰ 村川　貴康 30 2 30
システム開発手法 千葉　直樹 30 2 30
プロジェクトマネジメント 千葉　直樹 30 2 30
UML 髙田　聡史 30 2 30
Python 村川　貴康 30 2 30
JavaScript 髙田　聡史 30 2 30
JavaⅠ 非常勤講師 30 2 30
JavaⅡ 非常勤講師 30 2 30

JavaⅢ 非常勤講師 30 2 30
WebクリエーションⅠ 河村　知明 30 2 30
WebクリエーションⅡ 河村　知明 30 2 30
PHP 河村　知明 30 2 30
Linux（基礎Ⅰ） 髙田　聡史 30 2 30
Linux（基礎Ⅱ） 髙田　聡史 30 2 30
AndroidOSⅠ 髙田　聡史 30 2 30

AndroidOSⅡ 髙田　聡史 30 2 30
AWS初級 髙田　聡史 30 2 30
AWS中級 髙田　聡史 30 2 30
グラフィックデザイン 小川　宣幸 30 2 30

AIリテラシー 村川　貴康 30 2 30

AIプログラミング 村川　貴康 30 2 30
IoT 千葉　直樹 30 2 30

専門科目小計 1,050 20 22 630 16 12 420
3D CAD 佐藤　禎稔 30 2 30
Excelデータ分析 村川 貴康 30 2 30
Excel VBA 斉藤　雅博 30 2 30
Access基礎 千葉　雅文 30 2 30
Access実践 千葉　雅文 30 2 30
実習指導 村川 貴康・佐藤 佐織 30 2 30
企業実習 村川 貴康・佐藤 佐織 80 2 80
帯コア TechLab(動画) 漆原 成人 30 2 30
帯コア TechLab(RPA) 千葉　直樹 30 2 30
帯コア TechLab(ノーコード) 千葉　直樹 30 2 30

帯コア TechLab(ローコード) 千葉　直樹 30 2 30

帯コア カチLabⅠ 千葉　直樹 90 6 90
帯コア カチLabⅡ 千葉　直樹 90 6 90

実習科目小計 560 4 4 170 12 14 390

合　　　　計 1,760 26 32 920 28 28 840

放送大学Ⅰ 常勤講師 30 2 30

放送大学Ⅱ 常勤講師 ◯
放送大学Ⅲ 常勤講師 ◯
放送大学Ⅳ 常勤講師 ◯

放送大学Ⅴ 常勤講師 15 1 15

授　業　科　目 講師
必要
時数
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教育課程　情報システム科（2026年度入学生用）

1学年 2学年 備　考

授　業　科　目

前期 後期
年間
時数

前期 後期
年間
時数

英語 浦島　久 30 2 30

教養色彩学 鳥宮　文 30 2 30

科目パーソナル・ファイナンス 本多 直子 30 2 30

十勝学 専任講師 30 2 30

就職対策講座 専任講師 30 1 30

コンピュータ概論Ⅰ 井上　和則 30 2 30

専門コンピュータ概論Ⅱ 井上　和則 30 2 30

科目システム開発と情報技術Ⅰ 千葉　雅文 30 2 30

システム開発と情報技術Ⅱ 千葉　雅文 30 2 30

IT戦略とデータ利活用 井上　和則 30 2 30

経営戦略論 佐藤　真康 30 2 30

プログラミング基礎 佐藤 佐織 30 2 30

情報処理基礎Ⅰ 佐藤 佐織 30 2 30

情報処理基礎Ⅱ 佐藤 佐織 60 4 60

情報処理基礎Ⅲ 佐藤 佐織 60 4 60

情報処理基礎Ⅳ 佐藤 佐織 30 2 30

情報処理応用Ⅰ 佐藤 佐織 30 2 30

実践システム開発 千葉　直樹 30 2 30

プロジェクトマネジメント 千葉　直樹 30 2 30

UML 髙田　聡史 30 2 30

PythonⅠ 舘　昌宏 30 1 30

PythonⅡ 舘　昌宏 30 1 30

JavaScript 髙田　聡史 30 1 30

JavaⅠ 舘　昌宏 30 1 30

JavaⅡ 舘　昌宏 30 1 30

JavaⅢ 舘　昌宏 30 1 30

WebクリエーションⅠ 河村　知明 30 1 30

WebクリエーションⅡ 河村　知明 30 1 30

PHP 河村　知明 30 1 30

Linux（基礎Ⅰ） 髙田　聡史 30 2 30

Linux（基礎Ⅱ） 髙田　聡史 30 1 30

AndroidOSⅠ 髙田　聡史 30 2 30

AndroidOSⅡ 髙田　聡史 30 2 30

クラウドサービス 髙田　聡史 30 1 30

グラフィックデザイン 小川　宣幸 30 1 30

AIリテラシー 舘　昌宏 30 2 30

AIプログラミング 舘　昌宏 30 1 30

IoTサービス開発 舘　昌宏 30 1 30

3D CAD 佐藤　禎稔 30 1 30

Excel（選択） 佐藤 佐織 30 1 30

Excel VBA 斉藤　雅博 30 1 30

Access基礎 千葉　雅文 30 1 30

Access実践 千葉　雅文 30 1 30

実習指導 舘 昌宏・佐藤 佐織 30 1 30

企業実習 舘 昌宏・佐藤 佐織 80 2 80

帯コア TechLab(動画) 漆原 成人 30 1 30

帯コア TechLab(RPA) 千葉　直樹 30 1 30

帯コア TechLab(ノーコード開発) 千葉　直樹 30 1 30

帯コア TechLab(ローコード開発) 千葉　直樹 30 1 30

帯コア カチLabⅠ 千葉　直樹 60 2 60

帯コア カチLabⅡ 千葉　直樹 60 2 60

合　　　　計 1,700 22 26 920 17 16 780 1700単位時間

1年 48 単位 2年 33 単位 81単位

講師 時数 単位 単位
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教育課程　医療ビジネス科（2025年度入学生） 別表第１

講師
前期 後期 前期 後期

キャリアデザイン 野 尻 志 保 30 2 30

心理学 渡 邊 芳 之 30 2 30

英語Ⅰ 浦 島 久 30 2 30

英語Ⅱ 非 常 勤 講 師 30 2 30

一 十勝学 非 常 勤 講 師 30 2 30

般 就職対策講座 野尻志保 /斉 藤亜 花音 30 2 30

科 ビジネスマナー:秘書Ⅰ 鳥 宮 文 30 2 30

目 ビジネスマナー:秘書Ⅱ 鳥 宮 文 30 2 30

ビジネスマナー:秘書Ⅲ 鳥 宮 文 30 2 30

ビジネスマナー:秘書Ⅳ 鳥 宮 文 30 2 30

色彩学 鳥 宮 文 30 2 30

グラフィックデザイン 小 川 宣 幸 30 2 30

美文字メゾット 野 尻 志 保 15 1 15

教養漢字 野尻志保 /斉 藤亜 花音 30 2 30

医療事務接遇Ⅰ 野 尻 志 保 30 2 30

医療事務接遇Ⅱ 野 尻 志 保 30 2 30

社会保障制度 新 明 知 30 2 30

医療倫理 山 本 啓 人 15 1 15

医療事務医科Ⅰ 野 尻 志 保 30 2 30

医療事務医科Ⅱ 野 尻 志 保 60 4 60

医療事務医科Ⅲ 野 尻 志 保 60 4 60

専 医療事務医科Ⅳ 野 尻 志 保 30 2 30

門 医療事務医科Ⅴ 野 尻 志 保 30 2 30

科 医師事務Ⅰ 斉 藤 亜 花 音 30 2 30

目 医師事務Ⅱ 斉 藤 亜 花 音 30 2 30

医療事務応用Ⅰ 野 尻 志 保 60 4 60

医療事務応用Ⅱ 野 尻 志 保 30 4 60

医師事務総論 斉 藤 亜 花 音 30 2 30

医療文書作成 斉 藤 亜 花 音 30 2 30

医療事務歯科Ⅰ 斉 藤 亜 花 音 30 2 30

医療事務歯科Ⅱ 斉 藤 亜 花 音 30 2 30

医事コンピュータⅠ 斉 藤 亜 花 音 30 2 30

医事コンピュータⅡ 斉 藤 亜 花 音 30 2 30

電子カルテ 斉 藤 亜 花 音 30 2 30

医学一般Ⅰ 内 藤 聡 30 2 30

医学一般Ⅱ 内 藤 聡 30 2 30

薬学一般Ⅰ 山 本 啓 人 30 2 30

薬学一般Ⅱ 山 本 大 樹 30 2 30

登録販売者対策Ⅰ 野 尻 志 保 60 4 60

登録販売者対策Ⅱ 野 尻 志 保 60 4 60

登録販売者対策Ⅲ 野 尻 志 保 60 4 60

調剤事務Ⅰ 野 尻 志 保 30 2 30

調剤事務Ⅱ 野 尻 志 保 30 2 30

介護事務 専任講師 /非 常勤 講師 30 2 30

障害の理解 東貴志／水口拓也／南部慶太 30 2 30
専門科目　計 1095 15 24 585 24 12 540

オフィスアプリⅠ（Excel） 椋 井 保 行 30 2 30

オフィスアプリⅡ（PowerPoint） 村 川 貴 康 15 1 15

医療機関実習Ⅰ 専 任 講 師 80 2 80

医療機関実習Ⅱ 専 任 講 師 80 2 80

合　　　　計 1705 23 35 870 33 18 865

実
習
科
目

支
援
科
目

放送大学
  １年次４月に全員入学、前期(１学期)は１科目２単位(３０時間数)、
　およびスクーリング１単位(１５時間数)を受講。
  １年次後期(２学期)以降は任意の受講とする。

授　業　科　目
必要
時数

1学年 2学年

備　考単位 年間
時数

単位 年間
時数
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教育課程　医療ビジネス科（2026年度入学生） 別表第１

講師
前期 後期 前期 後期

キャリアデザイン 東 野 美 夢 30 1 30

心理学 岡 部 康 成 30 2 30

英語Ⅰ 浦 島 久 30 2 30

英語Ⅱ 夏 堀 素 子 30 2 30

一 十勝学 特 別 講 師 30 2 30

般 就職対策講座 専 任 講 師 30 2 30

科 ビジネスマナー　秘書Ⅰ 鳥 宮 文 30 1 30

目 ビジネスマナー　秘書Ⅱ 鳥 宮 文 30 1 30

ビジネスマナー　秘書Ⅲ 鳥 宮 文 30 1 30

ビジネスマナー　秘書Ⅳ 鳥 宮 文 30 1 30

色彩学 鳥 宮 文 30 2 30

グラフィックデザイン 小 川 宣 幸 30 1 30

美文字メゾット 東 野 美 夢 30 1 30

教養漢字 東野美夢 /斉 藤亜 花音 30 1 30
一般科目　計 420 4 9 270 3 4 150

医療事務接遇Ⅰ 野 尻 志 保 30 2 30

医療事務接遇Ⅱ 野 尻 志 保 30 1 30

社会保障制度 笹 谷 ま ゆ み 30 2 30

医療倫理 山 本 啓 人 15 1 15

医療事務医科Ⅰ 野 尻 志 保 30 2 30

医療事務医科Ⅱ 野 尻 志 保 60 2 60

医療事務医科Ⅲ 野 尻 志 保 60 2 60

専 医療事務医科Ⅳ 野 尻 志 保 30 1 30

門 医療事務医科Ⅴ 野 尻 志 保 30 2 30

科 医師事務Ⅰ 斉 藤 亜 花 音 30 2 30

目 医師事務Ⅱ 斉 藤 亜 花 音 30 1 30

医療事務応用Ⅰ 野 尻 志 保 60 2 60

医療事務応用Ⅱ 野 尻 志 保 60 2 60

医師事務総論 斉 藤 亜 花 音 30 1 30

医療文書作成 斉 藤 亜 花 音 30 1 30

医療事務歯科Ⅰ 斉 藤 亜 花 音 30 2 30

医療事務歯科Ⅱ 斉 藤 亜 花 音 30 2 30

医事コンピュータ 東 野 美 夢 30 1 30

電子カルテ 東 野 美 夢 30 1 30

医学一般Ⅰ 内 藤 聡 30 2 30

医学一般Ⅱ 内 藤 聡 30 2 30

薬学一般Ⅰ 山 本 啓 人 30 2 30

薬学一般Ⅱ 山 本 大 樹 30 2 30

登録販売者対策Ⅰ 野 尻 志 保 60 4 60

登録販売者対策Ⅱ 野 尻 志 保 60 4 60

登録販売者対策Ⅲ 野 尻 志 保 60 2 60

調剤事務Ⅰ 野 尻 志 保 30 1 30

調剤事務Ⅱ 野 尻 志 保 30 1 30

介護事務 上 杉 正 和 / 専 任 講 師 30 2 30

障害の理解 東貴志／水口拓也／南部慶太 30 2 30

オフィスアプリⅠ（Excel） 斉 藤 亜 花 音 30 1 30

オフィスアプリⅡ（PowerPoint） 東 野 美 夢 30 1 30

医療機関実習Ⅰ 専 任 講 師 80 2 80

医療機関実習Ⅱ 専 任 講 師 80 2 80

合　　　　計 1735 16 25 855 24 15 880

備　考単位 年間
時数

単位 年間
時数

実
習
科
目

授　業　科　目
必要
時数

1学年 2学年
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介護福祉士

資格取得

前期 後期 前期 後期 必須・選択

人間の尊厳と自立（30） 人間の尊厳と自立 久保　晃利 30 2 30 必須

人間関係とコミュニケーション 石川　京子 30 2 30 必須

介護福祉とチームマネジメント 石川　京子 30 2 30 必須

社会の理解Ⅰ 久保　晃利 30 2 30 必須

社会の理解Ⅱ 久保　晃利 30 30 2 必須

ＩＣＴ-Ⅰ 村川　貴康 30 2 30 必須 日商PC検定（ワード、エクセル、パワポ）、ＭＯＳ

ＩＣＴ-Ⅱ 村川　貴康 30 2 30 必須

ホスピタリティ 鳥宮文・坪原・介護 30 2 30 必須

介護福祉論Ⅰ 畠山　晴美 30 2 30 必須

介護福祉論Ⅱ 畠山　晴美 30 2 30 必須

地域福祉 桑原　弘美 30 2 30 必須

家政学（住居） 浜野　祥一 30 2 30 必須 福祉住環境コーディネーター

家政学（被服） 堀　比呂子 30 2 30 必須

栄養調理 渡辺　瑞世 30 2 30 必須 家庭料理検定

ケア・コミュニケーション技術Ⅰ 畠山　晴美 30 2 30 必須

ケア・コミュニケーション技術Ⅱ 畠山　晴美 30 2 30 必須

家庭生活支援技術 桑原　弘美 30 2 30 必須

生活支援のレクリェーション 畠山晴美・介護福祉科専任 30 30 2 必須

生活支援技術Ⅰ 桑原　弘美 30 2 30 必須

生活支援技術Ⅱ 桑原　弘美 30 2 30 必須

生活支援技術Ⅲ 桑原　弘美 30 2 30 必須

生活支援技術Ⅳ 桑原　弘美 30 2 30 必須

生活支援技術Ⅴ 鳥宮　文・桑原　弘美 30 2 30 必須

生活支援技術Ⅵ 桑原　弘美・永野　健児 30 2 30 必須

生活支援技術Ⅶ 桑原　弘美 30 2 30 必須

生活支援技術Ⅷ 桑原　弘美・畠山　晴美 30 2 30 必須

介護過程Ⅰ 畠山晴美・介護福祉科専任 30 2 30 必須

介護過程Ⅱ 畠山晴美・介護福祉科専任 30 2 30 必須

介護過程Ⅲ 畠山晴美・介護福祉科専任 30 2 30 必須

介護福祉研究Ⅰ 菅原悦子・介護福祉科専任 30 2 30 必須

介護福祉研究Ⅱ 菅原悦子・介護福祉科専任 30 2 30 必須

介護総合演習Ⅰ 桑原　弘美 30 2 30 必須

介護総合演習Ⅱ 桑原　弘美 30 2 30 必須

介護総合演習Ⅲ 桑原　弘美 30 2 30 必須

介護総合演習Ⅳ 菅原　悦子 30 2 30 必須

介護実習Ⅰ（Ⅰ） 桑原弘美・介護福祉科専任 40 1 40 必須

介護実習Ⅱ（Ⅱ） 桑原弘美・介護福祉科専任 240 6 240 必須

介護実習Ⅲ（Ⅱ） 菅原悦子・介護福祉科専任 200 5 200 必須

こころとからだのしくみⅠ 菅原　悦子 30 2 30 必須

こころとからだのしくみⅡ 菅原　悦子 30 2 30 必須

心理学 岡部　康成 30 2 30 必須

リハビリテーション論 小岩　幹・髙橋　良輔 30 2 30 必須

発達と老化の理解Ⅰ 菅原　悦子 30 2 30 必須

発達と老化の理解Ⅱ 菅原　悦子 30 2 30 必須

認知症の理解Ⅰ 山本　　進 30 2 30 必須

認知症の理解Ⅱ 山本　　進 30 2 30 必須 認知症ケア准専門士

障害の理解Ⅰ 久保　晃利 30 2 30 必須

障害の理解Ⅱ 東・水口・南部・畠山　 30 2 30 必須 手話検定

医療的ケアⅠ 菅原　悦子・山田　康子 30 2 30 必須 医療的ケア基本研修

医療的ケアⅡ 菅原　悦子・山田　康子 30 2 30 必須

医療的ケアⅢ 菅原　悦子・山田　康子 15 1 15 必須

特

別 国家試験対策（30) 国家試験対策 介護福祉科専任 30 2 30 必須

1935 25 34 1120 29 21 815

【資格支援科目】 ○ 口腔ケア推進士試験

○ 認知症ケア準専門士検定

○ ファイナンシャル・プランニング技能検定3級

登録販売者試験（1年後期、2年前期） ○ ○ 登録販売者試験

○

○

○

○

○ ○ ○ ○ 必須 7月、12月

人

　

間

　

と

　

社

　

会

人間関係とコミュニケーション （60）

社会の理解（60）

教育課程　介護福祉科　（2025年度　入学生）

授　業　科　目 講　師 時数

第１学年 第２学年

取得可能な資格単位 年間
時数

単位 年間
時数

医

ケ

ア
医療的ケア（50）

介

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

護

介護の基本（180）

コミュニケーション 技術（60）

生活支援技術(300）

介護過程（150）

介護総合演習（120）

介護実習（480）

こ

こ

ろ

と

か

ら

だ

の

し

く

み

こころとからだの
しくみ（120)

発達と老化の理解（60）

認知症の理解（60）

障害の理解（60）

Ⅰ 認知症と生きる（'21）
Ⅱ 地域福祉の現状と課題（'18）
Ⅲ 社会政策の国際動向と日本の位置（’23）
Ⅳ 人体の構造
※1年後期から任意受講

日本語能力検定（留学生）

合　　　　　　計

口腔ケア推進士（2年後期）

認知症ケア準専門士（2年前期受験）

ＦＰ技能検定3級（1年後期）

漢字検定

放送大学
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介護福祉士

資格取得

前期 後期 前期 後期 必須・選択

人間の尊厳と自立（30） 人間の尊厳と自立 久保　晃利 30 2 30 必須

人間関係とコミュニケーション 石川　京子 30 2 30 必須

介護福祉とチームマネジメント 石川　京子 30 2 30 必須

社会の理解Ⅰ 久保　晃利 30 2 30 必須

社会の理解Ⅱ 久保　晃利 30 30 2 必須

ＩＣＴ-Ⅰ 村川　貴康 30 1 30 必須

ＩＣＴ-Ⅱ 舘　昌弘・介護福祉科 30 1 30 必須 スマート介護士

ホスピタリティ 鳥宮文・坪原・介護 30 2 30 必須

介護福祉論Ⅰ 畠山　晴美 30 2 30 必須

介護福祉論Ⅱ 畠山　晴美 30 2 30 必須

地域福祉Ⅰ 桑原　弘美 30 1 30 必須

地域福祉Ⅱ 桑原　弘美 30 1 30 必須

家政学（被服） 堀　比呂子 30 1 30 必須

栄養調理 渡辺　瑞世 30 1 30 必須 家庭料理検定

ケア・コミュニケーション技術Ⅰ 畠山　晴美 30 2 30 必須

ケア・コミュニケーション技術Ⅱ 畠山　晴美 30 1 30 必須

家庭生活支援技術 桑原　弘美・浜野　祥一 30 1 30 必須 （住環境6～8コマ）福祉住環境コーディネーター

生活支援のレクリェーション 畠山　晴美・介護専任 30 1 30 必須 レクリエーション介護士　

生活支援技術Ⅰ 桑原　弘美 30 1 30 必須

生活支援技術Ⅱ 桑原　弘美 30 1 30 必須

生活支援技術Ⅲ 桑原　弘美 30 1 30 必須

生活支援技術Ⅳ 桑原　弘美 30 1 30 必須

生活支援技術Ⅴ 鳥宮　文・歯科衛生士 30 1 30 必須

生活支援技術Ⅵ 桑原　弘美・永野　健児 30 1 30 必須

生活支援技術Ⅶ 桑原　弘美 30 1 30 必須

生活支援技術Ⅷ 桑原　弘美・畠山　晴美 30 1 30 必須

介護過程Ⅰ 畠山晴美・介護福祉科専任 30 2 30 必須

介護過程Ⅱ 畠山晴美・介護福祉科専任 30 1 30 必須

介護過程Ⅲ 畠山晴美・介護福祉科専任 30 1 30 必須

介護福祉研究Ⅰ 菅原悦子・介護福祉科専任 30 1 30 必須

介護福祉研究Ⅱ 菅原悦子・介護福祉科専任 30 1 30 必須

介護総合演習Ⅰ 桑原　弘美 30 1 30 必須

介護総合演習Ⅱ 桑原　弘美 30 1 30 必須

介護総合演習Ⅲ 桑原　弘美 30 1 30 必須

介護総合演習Ⅳ 菅原　悦子 30 1 30 必須

介護実習Ⅰ（Ⅰ） 桑原弘美・介護福祉科専任 40 1 40 必須

介護実習Ⅱ（Ⅱ） 桑原弘美・介護福祉科専任 240 6 240 必須

介護実習Ⅲ（Ⅱ） 菅原悦子・介護福祉科専任 200 5 200 必須

こころとからだのしくみⅠ 菅原　悦子 30 2 30 必須

こころとからだのしくみⅡ 菅原　悦子 30 2 30 必須

心理学 岡部　康成 30 2 30 必須

リハビリテーション論 小岩　幹・髙橋　良輔 30 2 30 必須

発達と老化の理解Ⅰ 菅原　悦子 30 2 30 必須

発達と老化の理解Ⅱ 菅原　悦子 30 2 30 必須

認知症の理解Ⅰ 山本　　進 30 2 30 必須

認知症の理解Ⅱ 山本　　進 30 2 30 必須 認知症ケア准専門士

障害の理解Ⅰ 久保晃利 30 2 30 必須

障害の理解Ⅱ 東・水口・南部・畠山　 30 2 30 必須 手話検定

医療的ケアⅠ 菅原　悦子・山田　康子 30 2 30 必須 医療的ケア基本研修

医療的ケアⅡ 菅原　悦子・山田　康子 30 2 30 必須

医療的ケアⅢ 菅原　悦子・山田　康子 15 1 15 必須

特

別
国家試験対策（30) 国家試験対策 介護福祉科専任 30 2 30 必須

1935 19 29 1090 20 16 845

48 36

【資格支援科目】 口腔ケア推進士試験

認知症ケア準専門士検定

○ ファイナンシャル・プランニング技能検定3級

登録販売者試験 ○ ○ 登録販売者試験

● ● ● ● 7月、12月

人
　
間
　
と
　
社
　
会

人間関係とコミュニケーション （60）

社会の理解（60）

教育課程　介護福祉科　（2026年度　入学生）

授　業　科　目 講　師 時数

第１学年 第２学年

取得可能な資格単位 年間
時数

単位 年間
時数

医

ケ

ア
医療的ケア（50）

介
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
護

介護の基本（180）

コミュニケーション 技術（60）

生活支援技術(300）

介護過程（150）

介護総合演習（120）

介護実習（480）

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
し
く
み

こころとからだの しくみ（120)

発達と老化の理解（60）

認知症の理解（60）

障害の理解（60）

Ⅰ 認知症と生きる（'21）
Ⅱ 地域福祉の現状と課題（'18）
Ⅲ 社会政策の国際動向と日本の位置（’23）
Ⅳ 人体の構造
※任意受講

日本語能力検定（留学生）

合　　　　　　計

口腔ケア推進士（2年前期）

認知症ケア準専門士（2年前期）

ＦＰ技能検定3級

漢字検定

放送大学

ー　22　ー

https://japan-ac.jp/


年間
単位

年間
時数

年間
単位

年間
時数

年間
単位

年間
時数

区分･形態

科学的思考の基礎 生物学 鶴谷　満 15 1 15 講義

(2) 化学 鶴谷　満 15 1 15 講義

人間と生活 心理学 渡邊　芳之 30 2 30 講義

医療倫理 増地　裕幸 15 1 15 講義

(10) 歯科英語 夏堀　素子 15 1 15 講義

英語コミュニケーションⅠ 浦島　久 15 1 15 講義

英語コミュニケーションⅡ 浦島　久 15 1 15 講義

情報リテラシⅠ 村川　貴康 30 1 30 講義・実習

(8) 情報リテラシⅡ 村川　貴康 30 1 30 講義・実習

人体（歯・口腔を 解剖学 行木　隼人 30 2 30 講義

除く）の構造と機能 組織・発生学
栗原　延好
林　泰広

30 2 30 講義

(5) 生理学 松田　博道 15 1 15 講義

口腔解剖学
杉村　好久

林　理 30 2 30 講義

歯・口腔の構造と機能 歯牙解剖学 前田　恭子 15 1 15 講義

歯型彫刻
坂野　研

千葉　真一
30 1 30 講義・実習

(5) 口腔生理学 髙橋　耕一 15 1 15 講義

疾病の成り立ち及び 微生物・口腔微生物学
今井　邦俊
土田　知直

30 2 30 講義

回復過程の促進 薬理学
山本　啓人
大和田 三朗 30 2 30 講義

(6) 病理学・口腔病理学
竹田　智郎
栗原　延好

30 2 30 講義

(29) 衛生学・公衆衛生学 行木 亜希子 30 2 30 講義

歯科衛生統計学
海野　学

小西　隆司
30 2 30 講義

口腔衛生学
海野 久美子
前田　恭子 30 2 30 講義

衛生行政・社会福祉
久保　晃利
松澤　直昭

30 2 30 講義

(13) 生化学 高松　友香 15 1 15 講義

栄養学
高松　友香
油谷　裕子

30 2 30 講義

口腔機能・摂食機能訓練法 平野　尚美 30 2 30 講義

歯科衛生士概論 (2) 歯科衛生士概論
専任講師

清野　智美 30 2 30 講義

歯科臨床概論
大滝　達哉
竹下　智之

30 2 30 講義

臨床歯科医学 保存修復学 中原　奈緒美 15 1 15 講義

歯内療法学 川上 まり子 15 1 15 講義

教育課程　歯科衛生士科(2024年度　入学生）

分野
別

授　業　科　目 講　師 時数

第１学年 第２学年 第３学年

基
礎
分
野

専
門
基
礎
分
野

歯・口腔の健康と予
防に関わる人間と社

会の仕組み

専
門
分
野
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別表第１

年間
単位

年間
時数

年間
単位

年間
時数

年間
単位

年間
時数

区分･形態

分野
別

授　業　科　目 講　師 時数

第１学年 第２学年 第３学年

臨床歯科医学 歯科補綴学
高田　博雅
田中　義博
森　　一成

30 2 30 講義

(18) 歯科矯正学
大熊　信行
今井　徹

大和　志郎
30 2 30 講義

歯周治療学Ⅰ 前田　恭子 15 1 15 講義

歯周治療学Ⅱ 渡部　亘貴 15 1 15 講義

口腔外科学 鎌田　靖 30 2 30 講義

小児歯科学
西本　毅士
北野　敏彦

30 2 30 講義

高齢者歯科学 大内　学 15 1 15 講義

障害者歯科学 菱沼　直弘 15 1 15 講義

歯科放射線学 柴田 慶郎 15 1 15 講義

(66) Ｘ線写真読影法 吉川　修平 15 1 15 講義

歯科予防処置論 歯科予防処置Ⅰ 専任講師 90 3 90 実習

(8) 歯科予防処置Ⅱ 専任講師 90 3 90 実習

歯科予防処置Ⅲ 専任講師 60 2 60 実習

歯科保健指導Ⅰ
専任講師

水口　拓也
渡辺　瑞代

90 3 90 演習

歯科保健指導論 歯科保健指導Ⅱ 専任講師 90 3 90 演習

(7) 歯科保健指導Ⅲ 専任講師 30 1 30 演習

歯科診療補助Ⅰ 専任講師 100 3 100 実習

歯科診療補助論 歯科診療補助Ⅱ 専任講師 120 4 120 実習

歯科診療補助Ⅲ 専任講師 30 1 30 実習

歯科材料学 中原 奈緒美 15 1 15 講義

(11) 臨床検査法
松田　博道
前田　恭子

15 1 15 講義

救急看護 徳本　裕有 15 1 15 講義

臨地実習 臨床実習Ⅰ 専任講師 360 8 360 実習

(20) 臨床実習Ⅱ 専任講師 540 12 540 実習

卒業研究 専任講師 60 2 60 講義・演習

接遇 鳥宮　文 15 1 15 講義

色彩学 鳥宮　文 30 2 30 講義

医療事務Ⅰ 斉藤　亜花音 30 2 30 講義

医療事務Ⅱ 斉藤　亜花音 30 2 30 講義

医学一般(救急蘇生法含む） 前田　恭子 15 1 15 講義

(17) 感染予防 前田　恭子 15 1 15 講義

歯科医学総論 専任講師 90 6 90 講義

時　数　合　計 2860 1000 1020 840

単　位　合　計 122 54 42 26

１．単位の計算方法：１単位の授業時数は講義および演習については１５時間から３０時間、

実習及び実技については３０時間から４５時間を１単位とする。

選
択
必
修
分
野

専
門
分
野
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年間
単位

年間
時数

年間
単位

年間
時数

年間
単位

年間
時数

区分･形態

科学的思考の基礎 生物学 鶴谷　満 15 1 15 講義

(2) 化学 鶴谷　満 15 1 15 講義

人間と生活 心理学 渡邊　芳之 30 2 30 講義

医療倫理 増地　裕幸 15 1 15 講義

(10) 歯科英語 夏堀　素子 15 1 15 講義

英語コミュニケーションⅠ 浦島　久 15 1 15 講義

英語コミュニケーションⅡ 浦島　久 15 1 15 講義

情報リテラシⅠ 村 川 貴 康 30 1 30 講義・実習

(8) 情報リテラシⅡ 村 川 貴 康 30 1 30 講義・実習

人体（歯・口腔を 解剖学 行 木 隼 人 30 2 30 講義

除く）の構造と機能 組織・発生学
栗 原 延 好
林 泰 広

30 2 30 講義

(5) 生理学 前 田 恭 子 15 1 15 講義

口腔解剖学
杉 村 好 久
林 理 30 2 30 講義

歯・口腔の構造と機能 歯牙解剖学 前 田 恭 子 15 1 15 講義

歯型彫刻
坂 野 研
千 葉 真 一

20 1 20 講義・実習

(5) 口腔生理学 秋 津 光 希 15 1 15 講義

疾病の成り立ち及び 微生物・口腔微生物学
今 井 邦 俊
土 田 知 直

30 2 30 講義

回復過程の促進 薬理学
山 本 啓 人
大 和 田 三 朗 30 2 30 講義

(6) 病理学・口腔病理学
竹 田 智 郎
栗 原 延 好

30 2 30 講義

(29) 衛生学・公衆衛生学 行 木 亜 希 子 30 2 30 講義

歯科衛生統計学
海 野 学
小 西 隆 司

30 2 30 講義

口腔衛生学
海 野 久 美 子
前 田 恭 子 30 2 30 講義

衛生行政・社会福祉
久 保 晃 利
松 澤 直 昭

30 2 30 講義

(13) 生化学 高 松 友 香 15 1 15 講義

栄養学
高 松 友 香
油 谷 裕 子

30 2 30 講義

口腔機能・摂食機能訓練法 平 野 尚 美 30 2 30 講義

教育課程　歯科衛生士科(2025年度　入学生）

分野
別

授　業　科　目 講　師 時数
第１学年 第２学年 第３学年

基
礎
分
野

専
門
基
礎
分
野

歯・口腔の健康と予防
に関わる人間と社会の

仕組み

ー　25　ー



年間
単位

年間
時数

年間
単位

年間
時数

年間
単位

年間
時数

区分･形態

分野
別

授　業　科　目 講　師 時数
第１学年 第２学年 第３学年

歯科衛生士概論
(2)

歯科衛生士概論
専 任 講 師
清 野 智 美

30 2 30 講義

歯科臨床概論
大 滝 達 哉
竹 下 智 之

30 2 30 講義

保存修復学 中 原 奈 緒 美 15 1 15 講義

臨床歯科医学 歯内療法学 川 上 ま り 子 15 1 15 講義

歯科補綴学
高 田 博 雅
田 中 義 博
森 一 成

30 2 30 講義

(18) 歯科矯正学
大 熊 信 行
今 井 徹
大 和 志 郎

30 2 30 講義

歯周治療学Ⅰ 前 田 恭 子 15 1 15 講義

6
6

歯周治療学Ⅱ 渡 部 亘 貴 15 1 15 講義

口腔外科学 鎌 田 靖 30 2 30 講義

小児歯科学
西 本 毅 士
北 野 敏 彦

30 2 30 講義

高齢者歯科学 大 内 学 15 1 15 講義

障害者歯科学 菱 沼 直 弘 15 1 15 講義

歯科放射線学 柴 田 慶 郎 15 1 15 講義

Ｘ線写真読影法 吉 川 修 平 15 1 15 講義

歯科予防処置論 歯科予防処置Ⅰ 専 任 講 師 90 3 90 実習

(8) 歯科予防処置Ⅱ 専 任 講 師 90 3 90 実習

歯科予防処置Ⅲ 専 任 講 師 30 1 30 実習

う蝕予防処置論 前 田 恭 子 15 1 15 講義

歯科保健指導Ⅰ 専 任 講 師 90 3 90 演習

歯科保健指導論 歯科保健指導Ⅱ 専 任 講 師 90 3 90 演習

(7) 歯科保健指導Ⅲ 専 任 講 師 30 1 30 演習

歯科診療補助Ⅰ 専 任 講 師 90 3 90 演習

歯科診療補助論 歯科診療補助Ⅱ 専 任 講 師 120 4 120 演習

歯科診療補助Ⅲ 専 任 講 師 30 1 30 演習

障害者補助
畠 山 晴 美
水 口 拓 也

20 1 20 講義・演習

歯科材料学 中 原 奈 緒 美 15 1 15 講義

(12) 臨床検査法
松 田 博 道
前 田 恭 子

15 1 15 講義

救急看護 徳 本 裕 有 15 1 15 講義

臨地実習 臨床実習Ⅰ 専 任 講 師 360 8 360 実習

(20) 臨床実習Ⅱ 専 任 講 師 540 12 540 実習

卒業研究 専 任 講 師 60 2 60 講義・演習

接遇 鳥 宮 文 15 1 15 講義

色彩学 鳥 宮 文 30 2 30 講義

医療事務 斉藤 亜花音 30 2 30 講義

医学一般(救急蘇生法含む） 前 田 恭 子 30 2 30 講義

(17) 感染予防 前 田 恭 子 15 1 15 講義

歯科医学総論 専 任 講 師 90 6 90 講義

時　数　合　計 2830 985 1035 810

単　位　合　計 122 54 43 25

１．単位の計算方法：１単位の授業時数は講義および演習については１５時間から３０時間、

実習及び実技については３０時間から４５時間を１単位とする。

選
択
必
修
分
野

専
門
分
野
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年間
単位

年間
時数

年間
単位

年間
時数

年間
単位

年間
時数

区分･形態

科学的思考の基礎 生物学 鶴谷　満 15 1 15 講義

(2) 化学 鶴谷　満 15 1 15 講義

人間と生活 心理学 岡部　康成 30 2 30 講義

医療倫理 増地　裕幸 15 1 15 講義

(10) 歯科英語 夏堀　素子 15 1 15 講義

英語コミュニケーションⅠ 浦島　久 15 1 15 講義

英語コミュニケーションⅡ 浦島　久 15 1 15 講義

情報リテラシⅠ 村 川 貴 康 30 1 30 講義・実習

(8) 情報リテラシⅡ 村 川 貴 康 30 1 30 講義・実習

人体（歯・口腔を 解剖学 行 木 隼 人 30 2 30 講義

除く）の構造と機能 組織・発生学
栗 原 延 好
林 泰 広

30 2 30 講義

(5) 生理学 栗 原 延 好 15 1 15 講義

口腔解剖学
杉 村 好 久
林 理 30 2 30 講義

歯・口腔の構造と機能 歯牙解剖学 前 田 恭 子 15 1 15 講義

歯型彫刻
坂 野 研
千 葉 真 一

20 1 20 講義・実習

(5) 口腔生理学 秋 津 光 希 15 1 15 講義

疾病の成り立ち及び 微生物・口腔微生物学
今 井 邦 俊
土 田 知 直

30 2 30 講義

回復過程の促進 薬理学
山 本 啓 人
大 和 田 三 朗 30 2 30 講義

(6) 病理学・口腔病理学
竹 田 智 郎
栗 原 延 好

30 2 30 講義

(29) 衛生学・公衆衛生学 行 木 亜 希 子 30 2 30 講義

歯科衛生統計学
海 野 学
小 西 隆 司

30 2 30 講義

口腔衛生学
海 野 久 美 子
前 田 恭 子 30 2 30 講義

衛生行政・社会福祉
久 保 晃 利
松 澤 直 昭

30 2 30 講義

(13) 生化学 髙 橋 浩 司 15 1 15 講義

栄養学
高 松 友 香
油 谷 裕 子

30 2 30 講義

口腔機能・摂食機能訓練法 平 野 尚 美 30 2 30 講義

教育課程　歯科衛生士科(2026年度　入学生）

分野
別

授　業　科　目 講　師 時数
第１学年 第２学年 第３学年

基
礎
分
野

専
門
基
礎
分
野

歯・口腔の健康と予防
に関わる人間と社会の

仕組み
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年間
単位

年間
時数

年間
単位

年間
時数

年間
単位

年間
時数

区分･形態

分野
別

授　業　科　目 講　師 時数
第１学年 第２学年 第３学年

歯科衛生士概論
(2)

歯科衛生士概論
専 任 講 師
清 野 智 美

30 2 30 講義

歯科臨床概論
大 滝 達 哉
竹 下 智 之

30 2 30 講義

保存修復学 中 原 奈 緒 美 15 1 15 講義

臨床歯科医学 歯内療法学 川 上 ま り 子 15 1 15 講義

歯科補綴学
高 田 博 雅
田 中 義 博
森 一 成

30 2 30 講義

(18) 歯科矯正学
大 熊 信 行
今 井 徹
大 和 志 郎

30 2 30 講義

歯周治療学Ⅰ 前 田 恭 子 15 1 15 講義

6
6

歯周治療学Ⅱ 渡 部 亘 貴 15 1 15 講義

口腔外科学 鎌 田 靖 30 2 30 講義

小児歯科学
西 本 毅 士
北 野 敏 彦

30 2 30 講義

高齢者歯科学 大 内 学 15 1 15 講義

障害者歯科学 菱 沼 直 弘 15 1 15 講義

歯科放射線学 中 原 奈 緒 美 15 1 15 講義

Ｘ線写真読影法 吉 川 修 平 15 1 15 講義

歯科予防処置論 歯科予防処置Ⅰ 専 任 講 師 90 3 90 実習

(8) 歯科予防処置Ⅱ 専 任 講 師 90 3 90 実習

歯科予防処置Ⅲ 専 任 講 師 30 1 30 実習

う蝕予防処置論 前 田 恭 子 15 1 15 講義

歯科保健指導Ⅰ 専 任 講 師 90 3 90 演習

歯科保健指導論 歯科保健指導Ⅱ 専 任 講 師 90 3 90 演習

(7) 歯科保健指導Ⅲ 専 任 講 師 30 1 30 演習

歯科診療補助Ⅰ 専 任 講 師 90 3 90 演習

歯科診療補助論 歯科診療補助Ⅱ 専 任 講 師 120 4 120 演習

歯科診療補助Ⅲ 専 任 講 師 30 1 30 演習

障害者補助
畠 山 晴 美
水 口 拓 也

20 1 20 講義・演習

歯科材料学 中 原 奈 緒 美 15 1 15 講義

(12) 臨床検査法
松 田 博 道
前 田 恭 子

15 1 15 講義

救急看護 徳 本 裕 有 15 1 15 講義

臨地実習 臨床実習Ⅰ 専 任 講 師 360 8 360 実習

(20) 臨床実習Ⅱ 専 任 講 師 540 12 540 実習

卒業研究 専 任 講 師 60 2 60 講義・演習

接遇 鳥 宮 文 15 1 15 講義

色彩学 鳥 宮 文 30 2 30 講義

医療事務 斉藤 亜花音 30 2 30 講義

医学一般(救急蘇生法含む） 前 田 恭 子 30 2 30 講義

(17) 感染予防 前 田 恭 子 15 1 15 講義

歯科医学総論 専 任 講 師 90 6 90 講義

時　数　合　計 2830 985 1035 810

単　位　合　計 122 54 43 25

１．単位の計算方法：１単位の授業時数は講義および演習については１５時間から３０時間、

実習及び実技については３０時間から４５時間を１単位とする。

選
択
必
修
分
野

専
門
分
野
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諸  規  則 

１ 目的 この規則は、学則および教務規程の定めるところにより、本校の時間割、科目の履修・修得 

  学習の評価・評定、卒業の認定等学習に関わる事項について定める。 

 

２ 時間割  

（１）時間割は、次のとおりとする。 

時限 授業時間帯 時限 授業時間帯 

１講時  ９：００～１０：３０ ３講時 １３：００～１４：３０ 

２講時 １０：４０～１２：１０ ４講時 １４：４０～１６：１０ 

昼休み １２：１０～１３：００ ５講時 １６：２０～１７：５０ 

（２）事情により授業時間帯を変更することがある。 

（３）時間割は、オンライン、および、校内掲示板で確認ができる。 

 

３ 履修について 

（１）学則で定める教育課程のすべての科目を履修しなければならない。  

（２）履修は、当該科目の授業時数の３分の２以上の出席をもって認める。 

（３）出席率及び関連する事項の計算方法は次のとおりとする。 

 

１） 出席率 

             授業時数－（欠席時数＋欠席扱い時数） 
             出席率 ＝                            ×１００ 

授業時数－やむを得ぬ欠席回数 

 

２） 欠席扱い時数 

早退・遅刻時数－やむを得ぬ早退・遅刻時数 

欠席扱い時数 ＝ 

                           ３ 

 

（４）当該科目の出席時数が２分の１以上の者に対し、補講により不足時数を補充したとき、その科目の履修

を認定する。 

（５）補講は、病気療養等による出席時数不足の者が、「補講願」（様式８）を提出し、受理されたときに実施

する。 

なお、学外実習については別に定める。  

（６）学習の進捗状況などにより、教育課程で定められた以外に補習授業を行なうことがある。 

     ※（２）（３）については資格取得のために指定された特定の科目についてはこの限りでない。  

 

（７） 補講手数料  「補講願」（様式８） 

１） 補講手数料は、１科目1回につき次のとおりとする。但し、実習については別途定める。  

２） 手数料が納入されないときは、補講を受講することができない。  

補講 

無 料 
・やむを得ぬ欠席、公欠した場合 （診断書（明細書含む）等の提出） 

・授業を病気療養等で欠席した場合（診断書（明細書含む）等を提出） 

有 料 

（2,000円） 
・やむを得ぬ欠席以外の場合 

 

４ 科目履修について 

科目履修を申請できる者は、本校の在学生であって、次の各号のいずれかに該当する者とする。 

１）過去に履修した科目において単位認定がなされず、当該科目の再履修を必要とする者 

２）転科に伴い、新たな所属において指定された科目の再履修を必要とする者 

（１）科目履修を希望する者は、学校が定める所定の期日までに「科目履修願」を提出し、許可を得な
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ければならない。 

（２）科目履修にかかる費用（以下「科目履修料」という）は、1科目につき30,000円とする。 

（３）申請者は、学校が指定する期日までに、所定の方法で科目履修料を納入しなければならない。 

（４）既納の科目履修料は、原則として返還しない。ただし、学校側の都合により当該科目が開講され

なかった場合はこの限りではない。 

（５）科目履修による成績評価および単位の認定は、通常の科目履修と同様の基準に基づき行う。 

 

５ 欠席、公欠、遅刻、早退  

欠席、遅刻、早退は、事前に、学科担当に連絡し、Googleフォームに理由を記入し送信する。 

当日の場合は、学校に電話（８：１５以降）し、学科担当者に理由を告げ、Googleフォームに理由を記入し送

信する。 

（１）授業開始時に不在の場合、当該科目は欠席とする。ただし、授業開始後３０分までに出席の時は、遅刻

とする。また、授業終了前３０分以内の退出は早退とする。  

（２）当該科目内での遅刻、早退は、併せて３回をもって１回の欠席とする。 

（３）次の理由による場合はやむを得ぬ欠席（早退・遅刻含む）扱いとし、通常の欠席扱いとしない。ただ

し、学生は事由の発生前か発生後速やかに、事由の存在を証明する書類等を学科主任へ提出しなくては

ならない。証明する書類等がない場合は、通常の欠席扱いとする。 

１）学校保健安全法および関係法令の定めに基づく出席停止（学校感染症）学校保健安全法施行規則に

定める期間を出席停止とする。  

※出席停止期間終了後、診断書（明細書含む）等を提出する。  

２）忌引きによる欠席、遅刻、早退  「忌引欠席・遅刻・早退届」（様式２）を速やかに提出する。 

ア １親等（父母、子）       ７日  

イ ２親等（祖父母、兄弟姉妹）   ３日  

ウ ３親等（曾祖父母、おじ、おば）  ２日 

   ※ただし、移動日は別に認める。  

３）自動車学校（試験等）         ４日まで 

４）交通機関の障害等（災害・事故等） 

５）裁判員制度に基づき裁判所へ出頭した場合 

６）その他、校長が認めた事由 

  ※やむを得ない事由による欠席をした学生への対応は、代替措置として補講の出席や追加課題を課

する等、担当教員に一任される。 

（４）次の理由による場合は、公欠とし出席扱いとする。 

１）諸活動 ・資格試験 学校の指定する試験のため必要な日数（移動日を含む） 

２）就職活動 学校が認めた企業訪問および就職試験のため必要な日数（移動日を含む）  

３）その他 特に校長が認めた期間  

※２）、３）については、原則として前日までに学科担当に連絡し、Googleフォームに理由を記入し

送信する。 

 

６ 修得について 

（１）その年次の履修すべき科目について、その科目の履修が認定された者に対し試験を実施する。  

（２）授業科目によっては、評価資料（レポート等）をもって替えることがある。  

（３）試験の種類については、次のとおりとする。 

１）本試験（通常、単に「試験」と称する。） 

２）追試験 

３）再試験 

 

（４）試験について 

１）試験は、原則として１００点満点で作成し、５０点以上（歯科衛生士科６０点以上）を合格点とす

る。再試験にあっても同様とする。 

２）試験において不正行為のあった者は、試験実施全科目の得点を０点とする。 
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３）履修が認められていなければ試験を受けられない。 

 

（５）試験の実施時期等  

１）試験は、あらかじめ科目名、実施日時・場所を告知および掲示して実施する。  

２）本試験は、当該科目が終了した適切な時期に実施する。  

３）追試験・再試験は、本試験実施後適切な時期に実施する。 

 

 

（６）試験に係わる注意事項  

試験を受ける学生は、次の各号の事項を遵守しなければならない。  

１）試験場では、監督者の指示に従い不必要なものは携行しない。  

２）試験開始後１５分以上遅刻した者は、試験を受けることができない。  

３）試験開始後３０分を経過しなければ退室することができない。  

４）レポート等の課題の提出による試験にあっては、提出期限までに提出しない場合は、試験欠    

席に準じた処置を講ずるものとする。  

５）追試験、再試験を受験する場合、受験開始時に受験票（兼領収書）を提示しなければならない。  

 

（７）試験に係わる不正行為 受験中又はレポート・論文においてに不正行為を行った者の当該科目の評価は      

０点とする。 

なお、指導措置においては学則 第２１条に則り、懲戒を加えることがある。 

 

（８）レポート提出 本規定６-（２）に示す試験に代えることのできる方法として、レポート提出を定める。  

１）レポートは、必ず本人保管用のコピー（パソコン作成の場合は電子データ）を保存し、原本を提出

する。  

２）レポートは、指示された期日までに、指定教員に提出する。提出されたレポートは原則として返却

しない。 

３）レポートの作成は、パソコン（文書作成ソフト等）を使用するか、原則として学校指定の原稿用紙

を使用し黒ペンで手書き記入するものとする。  

４）レポートの書式及び表紙の記入方法は、「レポート提出要領」に従うこと。 

（９）レポート・論文における不正行為（盗用・剽窃）について  レポート・論文とは、課題図書や資料を読

み解き、自分の文章で自分の考えを述べるものである。以下の行為は試験におけるカンニングと同等の

「不正行為」とみなし、厳格に対処する。 

【禁止される不正行為】  

１）盗用・剽窃（コピー＆ペースト）： ウェブ上や書籍の文章を、出所を示さずに自分の文章として提

出すること。※「リンクフリー」のサイトであっても、出所を明示せず利用すれば盗用となり、著

作権法違反（刑事罰の対象）となる。  

２）自己剽窃： 過去にある科目で提出した自分のレポート・論文を、他の科目で使い回して提出するこ

と。  

３）代筆・無断の共同執筆： 他人にレポートを書いてもらうこと。また、担当教員の許可なく他の学生

と共同で執筆すること（課題は各人の到達度を確認するためのものであるため、原則一人で執筆す

ること）。 

【正しい「引用」のルール】  

他人の文章やアイデアを利用する場合は、以下の要件を満たす「引用」を行わなければならない。 

●引用の4要件:  

① 自分の文章と、引用文とを明確に区別する（カギ括弧「」でくくる等）。  

② 引用部分ごとに、詳細な出典（下記参照）を明記する。 

③ 自分の文章が「主」であり、引用部分は「従」の分量にとどめる。  

④ その引用を行う必然性があること（不必要な引用は慎む）。 

出典の書き方と例: ① 書籍・論文の場合 [著者名『著書（あるいは論文や記事）のタイトル』、出版社、

出版年、該当ページ数] 
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【例】 「大学教師が剽窃にキビシク対処しようとするのはなぜだろう。（中略）論文の剽窃がきびしく

咎められるということは、学生もこのアカデミックな世界の一員と考えられている、ということ

だ」（戸田山和久『新版 論文の教室』、NHK出版、2012年、35頁） 

● ウェブ上の文章の場合 [著者名.“Webページのタイトル”. Webサイトの名称. 更新日付. URL, (アクセス

日)] 

【例】 中央教育審議会. “第２期教育振興基本計画について（答申）”. 文部科学省. 2013-04-25. 

http://www.mext.go.jp/component/... , (参照2013-08-02) 

 

 

（１０）受験手数料  

追試験および再試験の受験手数料は、1科目1回につき次のとおりとする。  

手続き、手数料が納入されないときは、追試験または再試験を受験することができない。 

追試験 無 料 

・本試験をやむを得ぬ理由で欠席をした場合（医師の診断書等添付） 

・本試験を、公欠で欠席した場合  

・履修が認定されず本試験を受験できなかった場合に、「追試験・再試験受験願（様式

７）が受理され、不足時数を補ったとき 

再試験 

無 料 ・再試験を、公欠およびやむを得ぬ理由により欠席した場合 （医師の診断書等添付） 

有 料 

２，０００円 

・科目の評価が５０ 点（歯科衛生士科６０点）に達していない場合  

・本試験を欠席した場合 

・追試験を欠席した場合 

 

（１１）追試験   

１）追試験は、次の場合により本試験を受験できなかった者について、「追試験・再試験受験願（様式

７）により実施する。  

ア 公欠による欠席の場合  

イ やむを得ぬ欠席の場合（医師の診断書等添付）  

ウ 履修が認定されず本試験を受験できなかった場合で、「補講受講願」（様式８）が受理され、不足

時数を補ったとき  

２）追試験は80点満点とし、科目評定は本試験と同様とする。  

 

（１２）再試験  

１）再試験は、次の場合、「追試験・再試験受験願（様式７）及び所定の受験料を添えて、定められた期

日までに承認を得て実施する。  

ア 本試験の評価が５０ 点（歯科衛生士科は６０点）に達していない場合  

イ 本試験または追試験を欠席した場合（公欠あるいはやむを得ぬ欠席は除く）  

ウ 再試験を、公欠およびやむを得ぬ理由により欠席した場合（医師の診断書（明細書含む）等添付） 

２）再試験の欠席者は、再試験の得点を０点とする。 

３）再試験が不合格の場合は、単位修得は認められない。再試験は２回までとする。 

４）再試験により合格した科目の評定は「Ｄ」（歯科衛生士科は「Ｃ」）とする。  

５）再試験を正当な理由なく欠席した者は、当該科目の認定を認めないことがある。  

 

７ 評価・評定 

（１）評価 

１）学習成績の評価は、別に定める試験（レポートを含む）、日常の学習活動、学習態度、出席状況、

または実習・演習などの成績ならびに平素の学習活動全般から得られる評価資料に基づいて総合

的に行う。  

２）科目の成績の総合評価は、１００ 点法をもって行う。  

３）再試験により５０点以上の評価を受けたとき、総合評価点は５０点とする。  

      （歯科衛生士科は、６０点以上の評価を受けたとき、総合評価点は６０点とする。） 

 

（２）評 定  
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   １）科目の評定は、Ｓ・Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｐ・Ｆの７段階をもって行う。  

   ２）評定は、総合評価に基づいて、次により７段階表示する。 

評定 総合評価 

Ｓ 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

Ｄ 

Ｐ 

Ｆ 

１００点～９０点 

８９点～８０点 

７９点～７０点 

６９点～６０点 

５９点～５０点（歯科衛生士科 不合格） 
実習科目等が合格に達しているものを意味する。 

４９点以下（歯科衛生士科５９点以下） 不合格 

 

（３）修 得  

当該科目の履修が認定され、かつ科目の成績評定が「Ⅾ」（歯科衛生士科「Ｃ」）以上のとき、その科

目を修得したも のとする。  

 

（４）履修状況等の通知  

評定および出席状況等の教育活動の成果は、必要に応じて保護者等に通知する。  

 

（５）評価平均  

評価平均は、当該学年で修得した全ての科目の総合評価の平均である。なお、小数点第２位を四捨五

入して小数点第１位まで表示する。  

 

（６）再履修登録 

修得が出来なかった科目は、再履修登録手続き・手数料を納入して、次期開講時に履修し試験     

を受けることができる。 

１）修得基準に達した時は、修得となる。 

２）再履修手数料は、１科目３０，０００円とする。但し、実習については別途定める。  

３）手数料が納入されないときは、該当科目を受講することができない。 

４）必須科目と同時間に再履修希望科目が実施される場合は、受講が不可能な場合もある。 

５）教育内容・カリキュラム編成等の事情により科目が開講されない場合もある。 

   

（７）卒業認定  

       履修すべき科目のすべてを修得し、所定の学校納入金が納められている者に対して、卒業証書を授与

し、専門士と称することを認める。  

 

８ 褒 賞  

  本校の褒賞は次のとおりとし、卒業証書授与式において、賞状を授与する。 

（１）「理事長表彰」    特に品行方正で成績が優秀と認められる者  

（２）「学校長賞」     学科の中で成績が優秀と認められる者  

（３）「帯広市長表彰」   対外的活動等で顕著な活躍があった者 

（４）「帯広コア専門学校協賛会 会長表彰」 

     帯広コア専門学校協賛会企業に就職が内定し優秀と認められた者 

（５）「コア学園グループ 会長表彰」 

     コア学園グループに内定し優秀と認められた者 

 （６）「放送大学北海道学習センター 所長表彰」    放送大学成績優秀者 

 （７）「北海道私立専修学校各種学校連合会理事長表彰」 学生会活動なので活躍が顕著だった者 

 （８）「介護福祉士養成施設協会 会長表彰」  

     介護福祉科において学業・実習などを合わせて優秀と認められた者 

 （９）「一般財団法人日本医療教育財団 理事長表彰」 

     一般財団法人日本医療財団の検定試験において優秀と認められた者 

 （１０）「十勝歯科医師会 会長表彰」 
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      歯科衛生士科において学業・実習などを合わせて優秀と認められた者 

 （１１）「皆 勤 賞」 修業年限の間で出席率１００％の者  

 （１２）「精 勤 賞」 修業年限の間で欠席が３講以内の者 

 （１３）その他、成績、性行ともに優れ他の学生の模範になる者 

  

９ 学生支援 

  学生支援として次のものを提示する 

（１）在学生特待生制度（学内選考）奨学金５０，０００円を給付する 

    （1年後期から半期ごとに学業成績、学校生活態度、模範となる学生に与えられる） 

（２）下宿生援助特別制度（申請）「下宿支援制度申請書」（様式１０） ５，０００円/月（半年毎に支給） 

（３）特別奨学金制度（返還義務無し） 

１）修学支援特別奨学金（出願時申請） 

       有能な資質を有し、向上心に富み、経済的理由により就学費用の支援を希望した者で 

１年次前期の成績により選考・三者面談を行い授業料１００，０００円が免除 

２）緊急給付特別奨学金（在学中申請） 

       家計が急変し、就学が困難になった在学生に、選考の上、授業料１００，０００円が免除 
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学  生  心  得 
 

 

１．身分証明書（学生証） 

（１）身分証明書は、帯広コア専門学校の学生であることを証明するものなので、大切に取り扱い、常に

所持し請求のあった場合には、提示できるようにすること。 

（２）身分証明書の貸与または譲渡は禁止する。 

（３）次の場合、再交付を受けること。 

◎汚 損   ◎紛 失 

特に紛失した場合、悪用され大きな被害を被ることもあるので、ただちに、事務室に届けること。 

（４）次の場合、返還すること。 

◎退 学   ◎有効期限切れ 

（５）身分証明書には学籍番号がついているが、これは卒業まで変わらない。在学中の各種事務手続にお

いては、この学籍番号が必要となるので、各自覚えておくこと。 

学籍番号の内訳は、次のようになっている。 

          ２ ６   １    ０ ０ １ 

          入学年度  学科    個人番号 

        （西暦下２桁） 

０：医療ビジネス科（ＭＬ） 

１：情報システム科(ＩＴ)  

３：高度情報システム科 

４：介護福祉科 

６：歯科衛生士科 

 

 

２．実習室の使用 

 Ａ．パソコン実習室 

  （１）機器使用上の注意 

    ◎精密機械なので、衝撃を与えるなどの乱暴な取り扱いをしないこと。 

    ◎水気は故障や感電の元となるので、絶対に濡れた手や体で触れないこと。また、飲食の際には、

十分に留意すること。 

    ◎異常な音や臭いなどがするときには、直ちに使用を中断して教員に連絡すること。 

    ◎授業中は、教員の指示、注意をよく聞いて操作すること。 

    ◎故意に破損した場合には弁償をすること。 

（２）機器使用のマナー 

    ◎パソコン実習室の機器は自由に使用してもよいが、実習室の機器は公共の設備と考え、個人の所

有物ではないということを前提にして利用すること。 

   ◎実習室内の全てのパソコンにおいて、内蔵ハードディスクに、学習以外で個人利用するデータ（ア

プリケーションプログラムを含む）は、原則として保存しないこと。もし、やむない理由で内蔵

ハードディスクにデータを保存するときは、教員の許可を得て、保存場所を明らかにして使用す

ること。 

    ◎パソコンの各種設定（画面のプロパティやデスクトップのアイコンなど）を不必要に変更しない

こと。必要があってこれらの設定を変更した場合は、必ず元の状態に戻しておくこと。また、誤

って設定を変更した場合は、直ちに教員に申し出ること。 

    ◎以上のことが守られない場合、授業以外での利用を禁止することがある。 

（３）実習室の使用方法 

    ①使用時間は、月曜日～金曜日 １７：３０ まで 

ただし、教員の許可があれば、上記の時間を超えて使用することができる。 

    ②注意事項 

◎自分が使用しないのに、場所とりをしないこと。 

◎冷暖房装置の操作を、学生はしないこと。もし、必要があれば教員に申し出ること。 

    ③他のクラスの実習時に、個人的に使用することはできない。もし、必要な場合には、担当の教員

の許可を得ること。 

    ④実習機の操作中、なんらかの異常（プリンタの動作、ディスプレイの表示、キーボードのキー等）

があった場合には、教員に伝えること。 
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    ⑤使用終了・休憩・別の用件等で席を立ち、実習室から出るときには、一旦使用を終了させ、後片

づけをすること。長時間電源を付けたまま放置している場合には、電源を強制的に切る。 

    ⑥後片づけの手順 

◎パソコンの終了処理を正しく行うこと（いきなり電源を切ってはいけない）。 

     ◎不要のプリンタ用紙を所定の位置に、整頓して置く。 

     ◎回りのプリント物等の後始末をする。 

     ◎窓は、自分が開けたなら締める（カギも）。自分が実習室を最後に出るなら締める（カギも）。 

     ◎電灯・換気扇は、点けた者が消す。自分が実習室を最後に出るなら消す。 

     ◎自分が最後に実習室を出たなら、当番の教員に使用の終了を伝える（放課後使用の場合）。 

    ⑦学習に関する以外での使用について 

     実習室での学習以外の使用（インターネットを含む）は、昼休み・放課後のみとする。但し、他

の学生が学習のために使用する場合には、学習のための使用を優先させる。 

 

（４）ノートパソコン等の貸し出し 

①必要に応じ教員の指示の下、ノートパソコン等を貸し出しすることができる。 

②様式９「ノートパソコン等貸出申請書」裏面の「ノートパソコン貸出規程」をよく理解し、申請

を行うこと。 

③貸し出しは様式１「ノートパソコン等 貸出申請書」に必要事項を記入し申請した後となる。 

④貸し出し期間中は、「ノートパソコン貸出規程」を遵守すること。 

⑤万が一、借用した物品に不具合が生じた場合は、すぐに学校に連絡をすること。 

⑥貸出期間内に返却を行うこと。 

 

 Ｂ．介護実習室・家政実習室 

  （１）使用方法・注意点 

      ◎授業で使用する際は、教員の指示・注意をよく聞いて使用すること。 

     ◎介護実習室・家政実習室を、放課後等、講義以外で練習等に使用したいときには、教員の許可

が必要である。 

◎介護実習室・家政実習室の出入り口の鍵は、教員の許可を得て開閉する。 

◎放課後の使用時間は原則として、月曜日～金曜日 １７：３０までとする。 

ただし、教員の許可があれば、上記の時間を超えて使用することができる。 

     ◎使用が終了した場合は、きれいに整理整頓を行い、必ず教員にその旨を伝えること。 

  （２）注意事項 

     ◎実習室内にある機器・物品類は持ち出し禁止。 

     ◎機器・物品類の中には破損しやすいものもあるため、十分に注意して使用すること。破損した

場合には、必ず教員に申し出ること。 

     ◎故意に汚したり、破損した場合は弁償すること。 

  （３）後片づけの手順 

     ◎機器・物品類は所定の場所に戻しておく。 

     ◎窓は閉め、必ず鍵をかける。 

     ◎自分が最後に出る場合には、電灯・換気扇を消す。 

 

Ｃ．入浴実習室 

講義以外での使用は原則として認めない。 

 

 Ｄ．基礎実習室、実験室 

（１）使用方法・注意点 

     ◎授業で使用する際は、教員の指示・注意をよく聞いて使用すること。 

     ◎放課後等、講義以外で練習等に使用したいときには、教員の許可があれば使用することができ

る。 

◎出入り口の鍵は、教員の許可を得て開閉する。 

◎放課後の使用時間は原則として、月曜日～金曜日 １７：００までとする。 

ただし、教員の許可があれば、上記の時間を超えて使用することができる。 

     ◎使用が終了した場合は、きれいに整理整頓を行い、必ず教員にその旨を伝えること。 

  （２）注意事項 

     ◎実習室、実験室内にある機器・物品類は絶対に持ち出さないこと。 

     ◎機器・物品類の中には破損しやすいものもあるので、十分に注意して使用すること。破損した

場合には、必ず教員に申し出ること。 
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    ◎故意に汚したり、破損した場合には弁償をすること。 

  （３）後片づけの手順 

    ◎機器・物品類は所定の場所に戻しておく。 

    ◎窓は閉め、必ず鍵をかける。 

    ◎自分が最後に出る場合には、電灯・換気扇を消す。 

 

Ｅ．更衣室・ロッカー 

  （１）使用方法 

    ◎ロッカーは、各自の決められた番号鍵のところを使用すること。 

    ◎ロッカー鍵を紛失した場合は、実費弁償をすること。 

    ◎ロッカー鍵は、卒業時に返却すること。 

◎更衣室のドアは、通常開けておくこと。 

     授業等で更衣をする際はドアを閉めてもよいが、更衣後はドアを開けておくこと。 

    ◎最後に更衣室を出る者はドアを開けておき、消灯する。 

    ◎更衣室では、飲食を絶対にしないこと（ガム、アメ等も厳禁）。 

    ◎汚れた衣類や飲食物を入れて帰らない。 

    ◎長期休業前は中を空にする。 

    ◎ロッカーを破損した場合には、必ず教員に申し出ること。 

    ◎ロッカーを故意に汚したり、破損した場合には弁償をすること。 

    ◎正しく使用されていないときは、使用を禁止する。 

    ◎ロッカーの物が盗難されたり、破損しても本校は責任を負わない。 

 

３．図書室の使用について 

   図書室は学習・研究のために利用する場として、辞書・辞典、白書、専門図書、学術雑誌等が納めら

れている。集会や雑談のための場ではないので、以下にあげた諸注意に従って利用すること。 

  （１） 図書室利用上の注意 

    ◎利用時間は、月曜日～金曜日 １７：３０までとする。 

ただし、教員の許可があれば、上記の時間を超えて使用することができる。 

    ◎図書室にある図書は、図書室内で閲覧するか、所定の手続きをして貸し出しを受けること。 

    ◎図書室内では静かに学習・閲覧すること。 

 

  （２）図書の貸し出し 

    ◎借りたい図書の裏表紙に付属のブックカードに、所属学科、氏名、貸出日、返却予定日を記入し、

教員に申し出る。 

    ◎雑誌、辞典、白書等については原則として貸し出さない。 

    ◎一度に借りられる図書は２冊までとする。貸出期間は原則として、貸出日の翌日から数えて７日

以内とする。ただし所定の手続きを取れば、１回限り７日間のみ貸出を継続できることとする。

長期休暇中の貸し出しについては、別途定める。 

  （３）図書の返却 

    ◎借りた図書は、返却予定日までに教員へ返却する。 

    ◎返却予定日を過ぎても返却されない場合は、１日遅れるごとに３日間の貸し出 

し停止とする。 

    ◎借りた図書を紛失あるいは破損した場合には、弁償すること。 

 

４．連絡方法 

 各種連絡事項（学生の呼び出しや講義変更の告知等）は全て、所定の掲示板（共通用・学科用）によ

って行う。毎日、登校時・下校時に掲示板を確認すること。 
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５．願届手続 

（１）欠席届  

欠席する場合には、事前に学科担当に連絡し、学科担当に連絡し、Googleフォームに理由を記入し

送信する。 

当日の場合は、学校に電話（８：３０以降）し、学科担当者に理由を告げ、Googleフォームに理由

を記入し送信する。 

このとき、欠席の理由が 

①３親等以内の忌引（要届出） 

②法定伝染病（要診断書） 

③普通自動車免許取得のための試験（要証明書） 

の場合には、やむをえぬ欠席と認める。 

 

（２）遅刻・早退届 

遅刻・早退をする、又はした場合には、学科担当に連絡し、Googleフォームに理由を記入し送信す

る。 

当日の場合は、学校に電話（８：３０以降）し、学科担当者に理由を告げ、Googleフォームに理由

を記入し送信する。 

また、遅刻・早退のときには、講義の教員にも申し出ること。このとき、遅刻・早退の理由が 

①３親等以内の忌引（要届出） 

        ②法定伝染病（要診断書） 

        ③普通自動車免許取得のための試験（要証明書） 

    の場合には、やむをえぬ遅刻・早退と認める。 

  

（３）身上調書届 

    身上調書を入学当初に、Googleフォームで提出しなければならない。 

  

（４）変更届 

    次の項目に変更があった場合には、ただちに「変更届」（様式１）を、学科主任を経て、事務室へ提

出しなければならない。） 

①氏 名     ②本 籍     ③現住所 

④連絡方法    ⑤保証人 

  

（５）車輌通学許可申請 

車輌による通学を希望する場合には、 

◎「車輌通学許可申請書」（様式４） 

◎運転免許書コピー   １通 

◎車輌任意保険の写し  １通 

◎駐車料金年額    １５，０００円 

を添えて、教員室担当者まで提出することによって、許可を得ることができる。 

また、自動二輪車による通学を希望する場合には、「車輌通学許可申請書」と 

「運転免許証」のコピーのみを提出して、許可を得ることができる。 

 

 

６．各種証明書手続 

（１）各種証明書の交付は、決められた申請用紙（様式３、５、６）に所定事項を記入し、発行手数料を

添えて事務室に提出すること。 

 （２）申請用紙は、必ず黒のボールペンで記入すること。 

（３）在学証明書・通学証明書・学割証の受け取りは事務室で、就職関連の書類は就職担当から受け取る

こと。 

（４）事務室の受け付け時間は、下記の通りとする。 

       月曜日～金曜日 １２：３０～１２：５５ 

               放課後 
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 （６）証明書の種別、窓口、手数料および交付日数 

種    別 受 取 場 所 手 数 料 交 付 日 数 

成 績 証 明 書 事務室（就職担当） ３００円 申請日翌日 

卒業見込証明書 事務室（就職担当） ３００円 〃 

卒 業 証 明 書 事 務 室 ３００円 〃 

推 薦 書 事務室（就職担当） 無  料 〃 

在 学 証 明 書 事 務 室 ３００円 〃 

通 学 証 明 書 事 務 室 無  料 〃 

学 割 証 事 務 室 無  料 〃 

学生証（再発行） 事 務 室 1,000円 〃 

健 康 診 断 書 事 務 室 1,000円 病院申請日 

再 試 験 事 務 室 1科目 2,000円 指定期日 

補 講 願 事 務 室 1科目 2,000円 指定期日 

＜注意事項＞学生証の再発行の場合、写真は各自で用意すること。 

      紛失・破損以外で記載内容の変更による再発行の場合には、無料とする。 

 

７．各種検定手続 

（１）各種検定の申込は、教員室において検定担当者が受け付ける。 

（２）各種検定の案内は、その都度掲示する。 

 

 

８．清掃について 

教室・トイレ等は平素から清潔を心がけること。その上で、クラスごとに清掃担当箇所を決め、当番

の者は毎日放課後教室・水場・階段・トイレを清掃すること。清掃終了後は、必ず各教室担当教員に報

告し、チェックをうけること。 

 （１）清掃の手順 

    １．白板を消し、雑巾で水拭きをする。 

    ２．カーテン・ブラインドを開ける。（ホワイトボードイレーザーは週に一度は水洗いする）。 

    ３．モップ掛け・掃除機掛け（冬季間以外は、窓を開けて）。 

    ４．汚れたところの雑巾掛け（使い終わったら、雑巾を洗って干しておく）。 

    ５．白板の受け皿の雑巾掛け。 

６．机・椅子を整列。 

７．教室・廊下の窓を締める（カギも掛ける）。 

    ８．ゴミの分別を確認の上、ゴミ取集箱（１０教室前）に捨てる。 

９．ゴミ箱、モップ・掃除機を所定の場所へ戻す。 

   １０．電灯・換気扇・エアコンを消す。 

   １１．チェック ①カーテン・ブラインドが開いているか。 

           ②教室・廊下の窓が絞まっているか（カギが掛かっているか）。 

           ③ゴミ箱が所定の位置に戻っているか。 

           ④電灯・換気扇・エアコンが消えているか。 

           ⑤クラス日誌にチェックを記入しているか。 

   １２．教室担当教員に終了したことを報告しチェックを受ける。 

      

 （２）教室、廊下、サロン等を誤って汚してしまった場合には、本人が責任をもって清掃すること。 
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９．通学について 

   通学は、事故防止のために原則として、公共交通機関によるものとする。ただし、公共の交通機関に

よる通学が困難な場合には、車輌通学を「駐車場使用許可申請書」（様式４）の手続きを経て、許可する

場合がある。申請手続きなき者の車輌通学は固くこれを禁ずる。 

 

 

１０．その他 

 （１）外靴について 

割り当てられたシューズボックスの下段に外靴を入れ、上段に上靴を入れること。 

玄関ロビーのマット内は上靴、外靴を禁止する。 

（２）飲食について 

飲食は、空き教室又はサロンですること。 

ジュース等の飲み残しは水飲み場に、弁当（汁物）等の食べ残しは、水飲み場の三角コーナーに捨

てること。 

なお、校内の自動販売機で購入したものは専用の容器に捨てること。 

（３）喫煙について 

校舎内及び学校敷地内は、禁煙である。 

授業・学生会活動など、校外において活動する場合も、原則喫煙は禁止する。 

（４）サロンの使用について 

①利用時間は１７：３０までとする。 

②利用に際しては、きれいに使うように心掛けること。 

汚してしまった場合には、テーブル布巾が用意されているので、各自清掃すること。 

（５）電話について 

学校へ学生個人当てにかかってきた電話の取り次ぎは、特別な場合を除き行わない。 

携帯電話は、授業中は電源を切りカバンの中にしまっておくこと。 

（６）学校校舎の使用について 

①個人での使用 

放課後、教室・サロン・実習室・トイレなどの使用し退出するとき、次の後始末をすること。 

◎窓は、自分が開けたなら締める。（カギも掛ける） 

自分が部屋を最後に出るなら締める。（カギも掛ける） 

◎電灯・換気扇は、自分が点けたなら消す。自分が部屋を最後に出るなら消す。 

②各委員会での使用 

各委員会で、会議室や図書室を使用する場合には、必ず教員に申し込み、許可を得てから使用す

ること。 

  ※１７：３０以降に使用する場合は、施設使用許可簿に必要事項を記入し、担当に申し出て許可

を得てから使用すること。 

（８）校内電気設備から、携帯電話等の充電は禁止する。 

（９）校舎施設、設備等の破損について 

  暖房設備には、手をふれないこと。 

校舎施設・設備等を破損させた場合には、実費弁償すること。 
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レポート提出要領 

 

１．レポートは、指示された期日までに、指定の教員のところに提出すること。 

２．レポートを提出する際は、必ず本人保管用のコピーを１部作成し、原本１部を提出すること。保

管用のコピーは単位が認定されるまで各自で保管のこと。 

３．レポートは、原則として返却しない。 

４．レポートは、すべて黒ペンで記入すること。 

５．レポートは、担当教員の指示の書式で行うこと。 

 

＜レポートの書式＞ 

 用  紙 字 数 版 備  考 

 

手書きの場合 A４原稿用紙 

（縦長横書き） 
４００字 

Ａ４ 

表紙は図１の様式で記

入し、ホッチキスで左肩

を綴じること。 
 

パソコン・ワ 

ープロの場合 

A４用紙 

（縦長横書き） 

40 字×30 行で設定

し、1枚 1200字とす

ること 

（余白縦横 20 ㍉） 

 

 

図１ 表紙の記入方法 

 

         

ホッチキスで斜めに綴じる→ 

     

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

レポートテーマ 

 

 

 

科  目  名 

担当者名 

学科・学年 

学籍番号 

出席番号 

氏    名 

提出年月日  
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2026年度　非常勤講師

講師名 担当科目

浦島　久 英語、英語コミュニケーションⅠ/Ⅱ、英語Ⅰ

夏堀　素子 歯科英語、英語Ⅱ

鳥宮　文
色彩学、ビジネスマナー秘書Ⅰ/Ⅱ/Ⅲ/Ⅳ、生活支援技術Ⅴ、ホスピタリティ、接
遇

岡部　康成 心理学

井上　和則 コンピュータ概論Ⅰ/Ⅱ、IT戦略とデータ利活用

小川　宣幸 グラフィックデザイン

河村　知明 ＷｅｂクリエーションⅠ/Ⅱ、ＰＨＰ

斉藤　雅博 ExcelVBA、プログラミング基礎

佐藤　禎稔 3D CAD

佐藤　真康 経営戦略論

髙田　聡史
Linux（基礎Ⅰ/Ⅱ）UML、Web技術Ⅰ/Ⅱ、AndroidOSⅠ/Ⅱ
特論Web技術応用Ⅰ/Ⅱ、クラウドコンピューティングⅠ/Ⅱ、
リレーショナルデータベースⅠ/Ⅱ、Javascript

千葉　雅文 システム開発と情報技術Ⅰ/Ⅱ、Access基礎/実践

笹谷　まゆみ 社会保障制度

漆原　成人 帯コア TechLab（動画）

本多　直子 パーソナル・ファイナンス

上杉　正和 介護事務

内藤　聡 医学一般Ⅰ/Ⅱ

山本　啓人 医療倫理、薬学一般Ⅰ、薬理学

山本　大樹 薬学一般Ⅱ

東　貴志 障害の理解Ⅱ（手話）

荒井　生子 日本語検定

石川　京子 人間関係とコミュニケーション、介護福祉とチームマネジメント

久保　晃利 人間の尊厳と自立、社会の理解Ⅰ・Ⅱ、障害の理解Ⅰ、衛生行政・社会福祉

小岩　幹 リハビリテーション論

髙橋　良輔 リハビリテーション論

永野　健児 生活支援技術Ⅵ、Ⅶ、Ⅷ

南部　慶太 障害の理解Ⅱ（点字）

浜野　祥一 家政学（住居）、家庭生活支援技術

堀　比呂子 家政学（被服）

水口　拓也 障害の理解Ⅱ（手話）、障害者補助（手話）

森田　浩幸 生活支援技術

山本　進 認知症の理解Ⅰ･Ⅱ

渡辺　瑞世 栄養調理、歯科保健指導Ⅰ（栄養）

油谷　裕子 栄養学

徳本　裕有 救急看護

今井　邦俊 微生物・口腔微生物

今井　徹 歯科矯正学

大内　学 高齢者歯科学

大熊　信行 歯科矯正学

大滝　達哉 歯科臨床概論

大和田　三朗 薬理学

海野　久美子 口腔衛生学

海野　学 歯科衛生統計学

鎌田　靖 口腔外科学
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講師名 担当科目

川上　まり子 歯内療法学

北野　敏彦 小児歯科学

栗原　延好 病理学口腔病理学、組織発生学、生理学

小西　隆司 歯科衛生統計学

坂野　研 歯型彫刻

杉村　好久 口腔解剖学

高田　博雅 歯科補綴学

高橋　浩司 生化学

高松　友香 生化学、栄養学

秋津　光希 口腔生理学

竹下　智之 歯科臨床概論

竹田　智郎 病理学口腔病理学

田中　義博 歯科補綴学

千葉　真一 歯型彫刻

土田　知直 微生物・口腔微生物

鶴谷　満 生物学・化学

行木　亜希子 公衆衛生学

行木　隼人 解剖学

西本　毅士 小児歯科学

林　理 口腔解剖学

林　康広 組織発生学

菱沼　直弘 障害者歯科学

平野　尚美 口腔機能・摂食機能訓練法

増地　裕幸 医療倫理

松澤　直昭 衛生行政・社会福祉

松田　博道 臨床検査法

森　一成 歯科補綴学

大和　志郎 歯科矯正学

𠮷川　修平 X線写真読影法

渡部　亘貴 歯周治療学Ⅱ
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理事長・校長 　千葉　直樹

介護福祉科

副校長・学科主任 　畠山　晴美

　菅原　悦子

　桑原　弘美

情報系学科

学科主任 　  舘　 昌宏

　佐藤　佐織

医療ビジネス科

学科主任 　野尻　志保

　東野　美夢

　斉藤　亜花音

歯科衛生士科

学科主任 　前田　恭子

　中原　奈緒美

　藤村　孝江

　山口　朋子

事務職員

事務長 　村川　貴康

　坪原　牧子

　椋井　保行

　青山　里美

学校医

めぐみ乳腺クリニック

院長 　鈴木　恵

教職員名簿
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 開閉可   

ー　45　ー



 

 

 

 

 

 

  

 

 
 

   

 

 

 

 

 

 

 

 職員駐車場   

 

 

 

 

  

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

学校敷地・駐車場平面図 
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様式１ 
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様式２ 
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様式３ 
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様式４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成  年  月  日 

 

駐車場使用許可申請書 
 

帯広コア専門学校長 様 

 

 

               科   年 学籍番号              

氏 名                  電話番号              

現住所                                        

車両の種類（軽・普）車名                色        

 全長         （車検証に記入されているもの） 

 登録番号（ﾅﾝﾊﾞｰ）                     

免許証番号                                

免許の種類（普・自二等） 

添付書類 

 □運転免許証のコピー    □自動車保険証（任意保険）のコピー 

 尚、許可された場合には次の誓約事項を守り、帯広コア専門学校には一切迷惑をかけ

ません。 

 

駐車場使用上の誓約事項 

・ 交通規制を守り事故防止に努めること。 

・ 学校敷地内、駐車場内近辺は充分に徐行し、安全運転に努めること。 

・ 定められた駐車場以外には絶対に駐車しないこと。 

・ 駐車場内の美化、環境の維持に努めること。 

・ 車種、登録番号等の変更があった場合は「車両通学申請書」及び「任意保険のコピ

ー」を速やかに再提出すること。 

・ 学校敷地内外を問わず、事故、盗難、いたずら等によるいかなる損害に対しても学

校には一切迷惑をかけないこと。 

以上 

〔なお、新年度には新たに許可申請書を提出することになります〕 

                                          
 

（事務使用欄）＊申請者は記入不要 

許可番号          料金 ￥        駐車位置        
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様式５ 
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様式６ 
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様式７ 
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様式８ 
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様式 10 
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各種検定試験スケジュール

令和 月　日 試験・検定名 級

IT ML KF DH IT ML KF DH KJ DH 開始 終了(必着）

8 4月24日 (金) 医師事務作業補助技能認定試験 ○

6月14日 (日) IPA 科目Ａ免除修了試験 ○ ○ ○ 4月20日 4月24日

6月22日 (月) 秘書検定(医1・2年) 準１,3 ○ ○ 4月6日 5月19日

7月2日 (木) Pythonプログラム能力試験3級（予定） ○ 6月1日 6月15日

7月9日 (木) 福祉住環境ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ(IBT)（予定） 2,3 △ 6月5日 6月16日

7月12日 (日) 認知症ケア准専門士 △ 3月10日 4月10日

7月26日 (日) 秘書検定・二次試験（1・準1）札幌(予定) 1・準1

7月26日 (日) IPA 科目Ａ免除修了試験 ○ ○ ○ 6月15日 6月19日

8月26日 (水) 登録販売者試験（医2年）（予定） ○

10月3日 (金) CS検定　EXCEL(情医1年)（予定） 2,3 △ ○

10月30日 (金) 医療事務技能審査試験(医1年)(予定) 医科 ○

11月8日 (日) 色彩検定(情1必・医１任意) 2,3,UC ○ △ △ 8月10日 10月1日

11月12日 (木) 福祉住環境ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ(IBT) 2,3 △ 10月9日 10月20日

11月15日 (日) 秘書検定(医1・2年) 準１,2 ○ ○ 9月3日 10月14日

11月23日 (日) 食生活アドバイザー(歯１年）(予定) 3 〇

11月27日 (金) 医療事務技能審査試験(医2年任意)(予定) 歯科 ○

12月4日 (金) ファイナンシャル・プランニング技能検定 2,3 ○ 11月1日 11月30日

12月9日 (水) 秘書検定・二次試験（1・準1）札幌（予定） 1・準1

12月13日 (日) IPA 科目Ａ免除修了試験 ○ ○ ○ 11月30日 12月4日

1月24日 (日) IPA 科目Ａ免除修了試験 ○ ○ ○ 12月14日 12月18日

1月28日 (木) Javaプログラム能力試験3級（予定） ○ ○ 1月12日 1月18日

1月31日 (日) 介護福祉士国家試験（予定） ○ 8月5日 9月4日

2月4日 (木) 調剤事務管理士技能認定試験(予定) ○

2月5日 (金) webクリエーター能力認定試験 ○ 1月18日 1月22日

2月7日 (日) 秘書検定 2,3 ○ 12月7日 1月12日

2月15日 (月) ファイナンシャル・プランニング技能検定 2,3 △ △ 11月1日 2月12日

3月8日 (月) ｻｰﾃｨﾌｧｲ　ｹｱ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ検定(介護任意) ○ 2月10日 2月28日

3月7日 (日) 歯科衛生士国家試験 ○

記号の意味　○…対象　△…科目選択した学生が対象

IT：情報システム科 KF：介護福祉科

ML：医療ビジネス科 DH：歯科衛生士科

3年次 申込み期間1年次 2年次
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ＩＴ・ビジネス系
試　験　名 試 験 の 主 催 者 試　　験　　内　　容 試　験　日 検定料(税込)

応用情報　情報処理ｼｽﾃﾑに関する知識、

　　　　　情報処理ｼｽﾃﾑの開発に関する共通的知識、能力 CBT試験

情報処理技術者試験 経済産業省 基本情報　情報処理ｼｽﾃﾑに関する基礎知識、 ７，５００円

　　　　　情報処理ｼｽﾃﾑの開発の関する共通的基礎知識、能力 年間を通じて随時

ITパスポート　情報処理ｼｽﾃﾑに関する基礎知識

　　　　　　　情報処理ｼｽﾃﾑの活用に関する知識、能力 応用情報は１１月、２月

情報ｾｷｭﾘﾃｨﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ　組織の情報ｾｷｭﾘﾃｨ確保に貢献し、脅威から

　　　　　　　　　 継続的に組織を守るための基本的なスキル

基本スキル プログラミングやソフトウェア開発の基盤となる情報の表現 基本スキル　4，５００円

　　　　　 ハードウェア・基本ソフトウェアに関する基礎的知識 CBT試験

情報システム試験 一般財団法人 システムデザインスキル システムデザインスキル

(Ｊ検) 　職業教育・キャリア 　　　　　 システムの開発と、それに必要なネットワーク技術 本校指定日 4，０００円

　　　　　　　教育財団
データベース技術およびセキュリティと標準化に関する知

識

ワープロ部門（1～3級）

表計算部門（1～3級）

１級　エキスパートレベル    ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝｿﾌﾄの機能を幅広く把握

　    し、それらを的確に活用できる。様々なﾃﾞｰﾀやﾄﾞｷｭﾒﾝﾄの １級　　９，０７０円

コンピュータサービス 中央職業能力開発協会 　　　の作成、加工等が正確かつ短時間で操作できるレベル ２級　　７，８１０円

技能評価試験 　（JAVADA） ２級　スタンダードレベル　　会社の業務にｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝｿﾌﾄを活用 ３級　　６，４５０円

（CS試験） 　　　し、効果的に行うことができる。実務で使用するﾃﾞｰﾀや

　　　ﾄﾞｷｭﾒﾝﾄの作成・加工が効率的にできるレベル。

３級　エントリーレベル　　基本的にｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝｿﾌﾄの操作ができ

　　　る。一般的な実務で使用する基本的なﾃﾞｰﾀやﾄﾞｷｭﾒﾝﾄの作

　　　成、加工等の操作ができるレベル。

Webクリエイター ｻｰﾃｨﾌｧｲ 上級　高度な知識を有し、自由に記述できる。 ｴｷｽﾊﾟｰﾄ 　８，０００円

能力認定試験 　Web利用技術認定委員会 初級　基本的な知識を有し、簡単なプログラムが書ける。 ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ　６，４００円

Javaプログラミング ｻｰﾃｨﾌｧｲ 2級　一般的な知識を有し、小規模なプログラムが適切に書ける。 ２級　６，９００円

能力認定試験 　Web利用技術認定委員会 3級　基本的な知識を有し、標準的なWebページを作成できる。 ３級　５，７００円

Pytonプログラミング ｻｰﾃｨﾌｧｲ 2級　一般的な知識を有し、小規模なプログラムが適切に書ける。 ２級　５，５００円

能力認定試験 　Web利用技術認定委員会 3級　基本的な知識を有し、標準的なWebページを作成できる。 ３級　４，３００円

ファイナンシャル・ 一般社団法人 会計に関わる金融、税制、不動産、住宅ローン、保険、教育 １2月   ２級　１１，７００円

プランニング技能検定 　金融財政事情研究会 資金、年金制度など １月 ３級　　８，０００円

色彩検定 公益社団法人 １級　色彩管理、歴史、企画など １級　１５，０００円

(文部科学省後援) 　全国服飾教育者連合会 ２級　色彩心理、色彩計画など １１月上旬 ２級　１０，０００円

３級　色の３属性、分類、混色、配色など ３級　　７，０００円

UC級　ユニバーサルデザイン、色覚の多様性、高齢者の見え方など ＵＣ級　　６，０００円

医療事務系
試　験　名 試 験 の 主 催 者 試　　験　　内　　容 試　験　日 検定料(税込)

医療事務技能審査試験 一般財団法人 実技Ⅰ　患者接遇　筆記（記述式） 医科　毎月

（医科・歯科） 　日本医療教育財団 学　科　医療事務知識　筆記（択一式） 各８，８００円

実技Ⅱ　診療報酬請求事務　診療報酬明細書点検４問 歯科　毎月

医師事務作業補助 一般財団法人 学科　医師事務作業補助一般知識 筆記（択一式） 

技能認定試験 　日本医療教育財団 実技　医療文書作成 筆記（記述式）

調剤事務管理士 技能認定振興協会 実技　調剤報酬明細書点検１問、作成２問 毎月

　　　　技能認定試験 学科　調剤報酬請求事務の知識　ﾏｰｸｼｰﾄ（択一式）１０問 第４日曜日

合格基準：下記の試験科目において、原則として総得点の７割以

上、かつ、各項目の得点が４割以上とする

登録販売者試験 北海道 　1．医薬品に共通する特性と基本的な知識 受験料　１８，２００円

　2．主な医薬品とその作用 8月下旬

　3．人体の働きと医薬品 （予定）

　4．薬事に関する法規と制度

　5．医薬品の適正使用と安全対策

　６月下旬 １級　　７，８００円

秘書技能検定試験 公益財団法人 ・秘書の資質、職務知識、一般知識、マナー、接遇、技能 １１月上旬 準１級　　６，５００円

　　実務技能検定協会 ・面接試験（１級、準１級のみ） ２月上旬 ２級　　５，２００円

（2・3級のみ） ３級　　３，８００円

６，５００円

本校指定日

本校指定日

本校指定日

毎月 １０，５６０円

本校指定日
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介護福祉科
試　験　名 試 験 の 主 催 者 試　　験　　内　　容 試　験　日 検定料(税込)

合格基準は、次の２つの条件を満たした人が合格　①問題の総得

点の６０％程度を基準として、問題の難易度で補正した点数以上 受験資格：

の得点の者。②①を満たした人のうち、以下の試験科目１１科目  介護福祉士資格取得

群すべてにおいて得点があった人。  必須科目修了者

介護福祉士国家試験 公益財団法人  １．人間の尊厳と自立、介護の基本 １月下旬 受験料　１８，３８０円

社会福祉振興・試験  ２．人間関係とコミュニケーション、コミュニケーション技術

センター  ３．社会の理解 登録料　　９，０００円

 ４．生活支援技術

 ５．介護過程 手数料　　３，３２０円

 ６．こころとからだのしくみ

 ７．発達と老化の理解

 ８． 認知症の理解

 ９． 障害の理解

 １０. 医療的ケア

 １１．総合問題

日本赤十字社 日本赤十字社 人間のいのちと健康、尊厳を守るため、日本赤十字救急法基礎講 介護福祉科：

救急法救急員 習の受講により、介護現場や日常でのとっさの手当や予防に役立 2月 ３,６００円

つ知識と技術。 他学科：外部講習

ｻｰﾃｨﾌｧｲ ｹｱ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝについて、基本的な心構え、被援助者との関係構築、

ｹｱ･ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ検定 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力認定委員会 被援助者の支援、被援助者の症状に応じたｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ、職場内ｺﾐｭﾆ 3月下旬 5,400

ｹｰｼｮﾝ等に関する知識・スキル

認知症ケア准専門士とは、認知症ケア専門士と同様に、

認知症ケア准専門士 一般社団法人 一般社団法人日本認知症ケア学会が設けた、認知症に関わる 7月13日 １２,０００円

　　　日本認知症ケア学会 介護人材を輩出する目的の資格 受検の手引き1,000円

介護口腔ケア推進士 一般社団法人法人 介護を必要とする人（高齢者、障害者などの口腔ケアについて、 　CBT方式

　　　　　　　　試験 　　総合健康支援推進協会 専門的知識と適切な技術を身につけた者を認定する試験  1/9 (木)  ～ 12/26 (金)  

福祉住環境 高齢者や障害者に対して住みやすい住環境を提案するｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞ 　7/9～7/30 （CBT）１級　１２，１００円

コーディネーター 東京商工会議所 ｰとして必要な、医療・福祉･建築の幅広い知識、各種の専門職と連携、 11/12～12/3 （IBT）２級　　７，７００円

　　　　　　検定試験 住宅改修プラン、福祉用具や諸施策情報の知識 （IBT）３級　　５，５００円

歯科衛生士
試　験　名 試 験 の 主 催 者 試　　験　　内　　容 試　験　日 検定料(税込)

 １．人体（歯・口腔を除く）の構造と機能

 ２．歯・口腔の構造と機能 受験資格：

歯科衛生士国家試験 一般財団法人  ３．疾病の成り立ち及び回復過程の促進  都道府県知事の指 受験料　１４，３００円

　　歯科医療振興財団  ４．歯・口腔の健康と予防に関わる人間と社会の仕組み  定した歯科衛生士

 ５．歯科衛生士概論  養成所を卒業した 登録料　１３，７５０円

 ６．臨床歯科医学  者

 ７．歯科予防処置論 ３月

 ８．歯科保健指導論

 ９．歯科診療補助論

（変更の可能性あり）

食生活アドバイザー 一般社団法人 食生活を総合的に見直す幅広い見識を持ち、的確な指導やアド １１月中旬 　　３級　　　５，５００円

　FLAネットワーク協会 バイスをする目的の資格

その他
試　験　名 試 験 の 主 催 者 試　　験　　内　　容 試　験　日 検定料(税込)

４技能のﾊﾞﾗﾝｽを重視し、社会で求められる実用英語を出題。日常 １級　１２，５００円

公益財団法人 会話から社会的な題材まで、実際に英語を使用する場面を想定し、 ホームページで確認 準１級　　１０，５００円

実用英語技能検定 　日本英語検定協会 日常会話からﾋﾞｼﾞﾈｽｼｰﾝでも対応できるｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ力を評価。 ２級　　９，１００円

準２級　　８，５００円

３級　　６，９００円

４級　　４，７００円

※本会場　個人受験の場合

　漢検は１級から１０級までの１２段階に分かれている。 公開会場 １級　　６，０００円

４級～２級では中学・高校で習う常用漢字を使いこなす能力。 公開会場 準１級　　５，５００円

漢字能力検定 公益財団法人 準１級、１級では故事やことわざを含む、奥深い表外漢字の CBT、タブレット ２級　　４，５００円

　日本漢字能力検定協会 理解を深める。 CBT、タブレット 準２級　　３，５００円

CBT、タブレット ３級　　３，５００円

CBT、タブレット ４級　　３，５００円

日本語能力試験 国際交流基金 Ｎ１～Ｎ５ 7月上旬

日本国際教育支援協会 12月上旬

８，４６０円

https://www.eiken.or.jp
/eiken/

７，５００円
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